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(57)【要約】
【課題】フィールドシーケンシャル方式により表示を行
う液晶表示装置において、色割れを低減できる新規な構
成を提案する。
【解決手段】第１のサブフレーム期間において、第１の
領域及び第３の領域の光源を同時に点灯させ、第２の領
域及び第４の領域の光源を同時に消灯させ、第１の領域
及び第３の領域では互いに異なる色の点灯とし、第２の
サブフレーム期間において、第２の領域及び第４の領域
の光源を同時に点灯させ、第１の領域及び第３の領域の
光源を同時に消灯させ、第２の領域及び第４の領域では
互いに異なる色の点灯とし、第１の領域と第３の領域と
は第２の領域を介して離間して光源が点灯または消灯と
し、第２の領域と第４の領域とは第３の領域を介して離
間して光源が点灯または消灯とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１乃至第４の領域に分割された光源領域を有するバックライト部と、前記第１乃至第
４の領域に応じて第１乃至第４の画素領域に分割された画素部と、を有し、１フレーム期
間内に第１及び第２のサブフレーム期間を含む複数のサブフレーム期間を有するフィール
ドシーケンシャル方式の液晶表示装置において、
　前記第１のサブフレーム期間において、
　前記第１の領域及び前記第３の領域を同時に点灯させ、前記第２の領域及び第４の領域
を同時に消灯させ、前記第１の領域及び前記第３の領域では互いに異なる色の点灯とし、
　前記第２のサブフレーム期間において、
　前記第２の領域及び前記第４の領域を同時に点灯させ、前記第１の領域及び第３の領域
を同時に消灯させ、前記第２の領域及び前記第４の領域では互いに異なる色の点灯とし、
　前記第１の領域と前記第３の領域とは前記第２の領域を介して離間して点灯または消灯
とし、前記第２の領域と前記第４の領域とは前記第３の領域を介して離間して点灯または
消灯とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　第１乃至第６の領域に分割された光源領域を有するバックライト部と、前記第１乃至第
６の領域に応じて第１乃至第６の画素領域に分割された画素部と、を有し、１フレーム期
間内に第１及び第２のサブフレーム期間を含む複数のサブフレーム期間を有するフィール
ドシーケンシャル方式の液晶表示装置において、
　前記第１のサブフレーム期間において、
　前記第１の領域、前記第３の領域、及び前記第５の領域を同時に点灯させ、前記第２の
領域、前記第４の領域、及び第６の領域を同時に消灯させ、前記第１の領域、前記第３の
領域、及び前記第５の領域では互いに異なる色の点灯とし、
　前記第２のサブフレーム期間において、
　前記第２の領域、前記第４の領域、及び前記第６の領域を同時に点灯させ、前記第１の
領域、前記第３の領域、及び第５の領域を同時に消灯させ、前記第２の領域、前記第４の
領域、及び前記第６の領域では互いに異なる色の点灯とし、
　前記第１の領域と前記第３の領域とは前記第２の領域を介して離間して点灯または消灯
とし、前記第２の領域と前記第４の領域とは前記第３の領域を介して離間して点灯または
消灯とし、前記第３の領域と前記第５の領域とは前記第４の領域を介して離間して点灯ま
たは消灯とし、前記第４の領域と前記第６の領域とは前記第５の領域を介して離間して点
灯または消灯とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　第１乃至第４の領域に分割された光源領域を有するバックライト部と、前記第１乃至第
４の領域に応じて第１乃至第４の画素領域に分割された画素部と、を有し、１フレーム期
間内に第１乃至第４のサブフレーム期間を含む複数のサブフレーム期間を有するフィール
ドシーケンシャル方式の液晶表示装置において、
　前記第１のサブフレーム期間において、
　前記第１の領域及び前記第３の領域を同時に点灯させ、前記第２の領域及び第４の領域
を同時に消灯させ、前記第１の領域及び前記第３の領域では互いに異なる色の点灯とし、
　前記第２のサブフレーム期間において、
　前記第２の領域及び前記第４の領域を同時に点灯させ、前記第１の領域及び第３の領域
を同時に消灯させ、前記第２の領域及び前記第４の領域では互いに異なる色の点灯とし、
　前記第３のサブフレーム期間において、
　前記第１の領域及び前記第３の領域を同時に点灯させ、前記第２の領域及び第４の領域
を同時に消灯させ、前記第１の領域及び前記第３の領域では白色の点灯とし、
　前記第４のサブフレーム期間において、
　前記第２の領域及び前記第４の領域を同時に点灯させ、前記第１の領域及び第３の領域
を同時に消灯させ、前記第２の領域及び前記第４の領域では白色の点灯とし、
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　前記第１の領域と前記第３の領域とは前記第２の領域を介して離間して点灯または消灯
とし、前記第２の領域と前記第４の領域とは前記第３の領域を介して離間して点灯または
消灯とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　第１乃至第６の領域に分割された光源領域を有するバックライト部と、前記第１乃至第
６の領域に応じて第１乃至第６の画素領域に分割された画素部と、を有し、１フレーム期
間内に第１乃至第４のサブフレーム期間を含む複数のサブフレーム期間を有するフィール
ドシーケンシャル方式の液晶表示装置において、
　前記第１のサブフレーム期間において、
　前記第１の領域、前記第３の領域、及び前記第５の領域を同時に点灯させ、前記第２の
領域、前記第４の領域、及び第６の領域を同時に消灯させ、前記第１の領域、前記第３の
領域、及び前記第５の領域では互いに異なる色の点灯とし、
　前記第２のサブフレーム期間において、
　前記第２の領域、前記第４の領域、及び前記第６の領域を同時に点灯させ、前記第１の
領域、前記第３の領域、及び第５の領域を同時に消灯させ、前記第２の領域、前記第４の
領域、及び前記第６の領域では互いに異なる色の点灯とし、
　前記第３のサブフレーム期間において、
　前記第１の領域、前記第３の領域、及び前記第５の領域を同時に点灯させ、前記第２の
領域、前記第４の領域、及び第６の領域を同時に消灯させ、前記第１の領域、前記第３の
領域、及び前記第５の領域では白色の点灯とし、
　前記第４のサブフレーム期間において、
　前記第２の領域、前記第４の領域、及び前記第６の領域を同時に点灯させ、前記第１の
領域、前記第３の領域、及び第５の領域を同時に消灯させ、前記第２の領域、前記第４の
領域、及び前記第６の領域では白色の点灯とし、
　前記第１の領域と前記第３の領域とは前記第２の領域を介して離間して点灯または消灯
とし、前記第２の領域と前記第４の領域とは前記第３の領域を介して離間して点灯または
消灯とし、前記第３の領域と前記第５の領域とは前記第４の領域を介して離間して点灯ま
たは消灯とし、前記第４の領域と前記第６の領域とは前記第５の領域を介して離間して点
灯または消灯とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一において、前記第１のサブフレーム期間及び第２の
サブフレーム期間は、前記第１のサブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間を繰り返
して行われる前記光源の前記点灯によりカラー表示を行うための色の点灯をすることでカ
ラー表示を行う液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　請求項５において、前記カラー表示を行うための色は、赤、緑、及び青である液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項７】
　請求項３乃至請求項６のいずれか一において、前記第３のサブフレーム期間及び前記第
４のサブフレーム期間は、前記１フレーム期間のうち、最初の期間または最後の期間に連
続して設けられる液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一において、前記白色は、補色となる色の組み合わせ
の光源を同時に点灯することで得られる色、または赤、緑、及び青の光源を同時に点灯す
ることで得られる色、である液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一において、前記複数のサブフレーム期間は、前記光
源を全て消灯する第５のサブフレーム期間を有する液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
本発明は、液晶表示装置に関する。本発明は、液晶表示装置の駆動方法に関する。本発明
は、液晶表示装置を具備する電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
液晶表示装置は、テレビ受像機などの大型表示装置から携帯電話などの小型表示装置に至
るまで、普及が進んでいる。今後は、より付加価値の高い製品が求められており開発が進
められている。近年では、地球環境への関心の高まり、及びモバイル機器の利便性向上の
点から、低消費電力型の液晶表示装置の開発が注目されている。そこで、フィールドシー
ケンシャル方式（色順次表示方式、時間分割表示方式、継時加法混色表示方式とも呼ばれ
る）による表示の研究が進められている。
【０００３】
フィールドシーケンシャル方式では、赤（以下Ｒと略記することもある）、緑（以下Ｇと
略記することもある）、青（以下Ｂと略記することもある）のバックライトを時間的に切
り替えて、Ｒ、Ｇ、Ｂの光を表示パネルに供給する。そのため、各画素にカラーフィルタ
を設ける必要がなく、バックライトからの透過する光の利用効率を高めることができる。
また、１つの画素でＲ、Ｇ、Ｂを表現することができるため、高精細化が容易であるとい
った利点がある。
【０００４】
特許文献１では、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置について
開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２６４２１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
特許文献１にも記載があるように、フィールドシーケンシャル方式では、色割れ（カラー
ブレイクとも呼ばれる）による表示不良の問題がある。色割れの問題は、１フレーム期間
あたりの映像信号の入力頻度を増やす構成、あるいは１フレーム期間内に光源（バックラ
イト）の非点灯期間を設ける構成、とすることで低減できることが知られている。
【０００７】
しかしながら、例えばＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の３色を光源（バックライト）とし
たフィールドシーケンシャル方式によって表示を行う液晶表示装置では、フレーム周波数
を６０Ｈｚ（１秒間に６０回）とする場合、各画素に対する映像信号の入力を１秒間に１
８０回行う必要がある。更に、光源の非点灯期間を設ける等の理由で、倍のフレーム周波
数とする場合には、各画素に対する映像信号の入力を１秒間に３６０回行う必要がある。
【０００８】
映像信号の入力頻度の増加に対し、各画素に設けられるスイッチング素子の高速応答性及
び液晶素子の高速応答性が要求される。そのため、スイッチング素子及び液晶素子の材料
が限定的になってしまう。
【０００９】
また、１フレーム期間内に光源の非点灯期間を設けることのみで色割れを低減する構成で
は、表示画像の輝度の低下を招いてしまい、好ましくない。
【００１０】
そこで本発明の一態様は、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置
において、色割れを低減できる新規な構成を提案することを課題の一とする。
【００１１】
または本発明の一態様は、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置
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において、光源を複数の領域に分割して複数色の点灯とする際、光源境界部の色の混色を
低減することを課題の一とする。
【００１２】
または本発明の一態様は、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置
において、非点灯期間を設けた際の表示画像の輝度の低下を抑制することを課題の一とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
本発明の一態様は、第１乃至第４の領域に分割された光源領域を有するバックライト部と
、第１乃至第４の領域に応じて第１乃至第４の画素領域に分割された画素部と、を有し、
１フレーム期間内に第１及び第２のサブフレーム期間を含む複数のサブフレーム期間を有
するフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置において、第１のサブフレーム期間に
おいて、第１の領域及び第３の領域を同時に点灯させ、第２の領域及び第４の領域を同時
に消灯させ、第１の領域及び第３の領域では互いに異なる色の点灯とし、第２のサブフレ
ーム期間において、第２の領域及び第４の領域を同時に点灯させ、第１の領域及び第３の
領域を同時に消灯させ、第２の領域及び第４の領域では互いに異なる色の点灯とし、第１
の領域と第３の領域とは第２の領域を介して離間して点灯または消灯とし、第２の領域と
第４の領域とは第３の領域を介して離間して点灯または消灯とする液晶表示装置の駆動方
法である。
【００１４】
本発明の一態様は、第１乃至第６の領域に分割された光源領域を有するバックライト部と
、第１乃至第６の領域に応じて第１乃至第６の画素領域に分割された画素部と、を有し、
１フレーム期間内に第１及び第２のサブフレーム期間を含む複数のサブフレーム期間を有
するフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置において、第１のサブフレーム期間に
おいて、第１の領域、第３の領域、及び第５の領域を同時に点灯させ、第２の領域、第４
の領域、及び第６の領域を同時に消灯させ、第１の領域、第３の領域、及び第５の領域で
は互いに異なる色の点灯とし、第２のサブフレーム期間において、第２の領域、第４の領
域、及び第６の領域を同時に点灯させ、第１の領域、第３の領域、及び第５の領域を同時
に消灯させ、第２の領域、第４の領域、及び第６の領域では互いに異なる色の点灯とし、
第１の領域と第３の領域とは第２の領域を介して離間して点灯または消灯とし、第２の領
域と第４の領域とは第３の領域を介して離間して点灯または消灯とし、第３の領域と第５
の領域とは第４の領域を介して離間して点灯または消灯とし、第４の領域と第６の領域と
は第５の領域を介して離間して点灯または消灯とする液晶表示装置の駆動方法である。
【００１５】
本発明の一態様は、第１乃至第４の領域に分割された光源領域を有するバックライト部と
、第１乃至第４の領域に応じて第１乃至第４の画素領域に分割された画素部と、を有し、
１フレーム期間内に第１乃至第４のサブフレーム期間を含む複数のサブフレーム期間を有
するフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置において、第１のサブフレーム期間に
おいて、第１の領域及び第３の領域を同時に点灯させ、第２の領域及び第４の領域を同時
に消灯させ、第１の領域及び第３の領域では互いに異なる色の点灯とし、第２のサブフレ
ーム期間において、第２の領域及び第４の領域を同時に点灯させ、第１の領域及び第３の
領域を同時に消灯させ、第２の領域及び第４の領域では互いに異なる色の点灯とし、第３
のサブフレーム期間において、第１の領域及び第３の領域を同時に点灯させ、第２の領域
及び第４の領域を同時に消灯させ、第１の領域及び第３の領域では白色の点灯とし、第４
のサブフレーム期間において、第２の領域及び第４の領域を同時に点灯させ、第１の領域
及び第３の領域を同時に消灯させ、第２の領域及び第４の領域では白色の点灯とし、第１
の領域と第３の領域とは第２の領域を介して離間して点灯または消灯とし、第２の領域と
第４の領域とは第３の領域を介して離間して点灯または消灯とする液晶表示装置の駆動方
法である。
【００１６】
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本発明の一態様は、第１乃至第６の領域に分割された光源領域を有するバックライト部と
、第１乃至第６の領域に応じて第１乃至第６の画素領域に分割された画素部と、を有し、
１フレーム期間内に第１乃至第４のサブフレーム期間を含む複数のサブフレーム期間を有
するフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置において、第１のサブフレーム期間に
おいて、第１の領域、第３の領域、及び第５の領域を同時に点灯させ、第２の領域、第４
の領域、及び第６の領域を同時に消灯させ、第１の領域、第３の領域、及び第５の領域で
は互いに異なる色の点灯とし、第２のサブフレーム期間において、第２の領域、第４の領
域、及び第６の領域を同時に点灯させ、第１の領域、第３の領域、及び第５の領域を同時
に消灯させ、第２の領域、第４の領域、及び第６の領域では互いに異なる色の点灯とし、
第３のサブフレーム期間において、第１の領域、第３の領域、及び第５の領域を同時に点
灯させ、第２の領域、第４の領域、及び第６の領域を同時に消灯させ、第１の領域、第３
の領域、及び第５の領域では白色の点灯とし、第４のサブフレーム期間において、第２の
領域、第４の領域、及び第６の領域を同時に点灯させ、第１の領域、第３の領域、及び第
５の領域を同時に消灯させ、第２の領域、第４の領域、及び第６の領域では白色の点灯と
し、第１の領域と第３の領域とは第２の領域を介して離間して点灯または消灯とし、第２
の領域と第４の領域とは第３の領域を介して離間して点灯または消灯とし、第３の領域と
第５の領域とは第４の領域を介して離間して点灯または消灯とし、第４の領域と第６の領
域とは第５の領域を介して離間して点灯または消灯とする液晶表示装置の駆動方法である
。
【００１７】
本発明の一態様において、第１のサブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間は、第１
のサブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間を繰り返して行われる光源の点灯により
カラー表示を行うための色の点灯をすることでカラー表示を行う液晶表示装置の駆動方法
でもよい。
【００１８】
本発明の一態様において、カラー表示を行うための色は、赤、緑、及び青である液晶表示
装置の駆動方法でもよい。
【００１９】
本発明の一態様において、第３のサブフレーム期間及び第４のサブフレーム期間は、１フ
レーム期間のうち、最初の期間または最後の期間に連続して設けられる液晶表示装置の駆
動方法でもよい。
【００２０】
本発明の一態様において、白色は、補色となる色の組み合わせの光源を同時に点灯するこ
とで得られる色、または赤、緑、及び青の光源を同時に点灯することで得られる色、であ
る液晶表示装置の駆動方法でもよい。
【００２１】
本発明の一態様において、複数のサブフレーム期間は、光源を全て消灯する第５のサブフ
レーム期間を有する液晶表示装置の駆動方法でもよい。
【発明の効果】
【００２２】
本発明の一態様によれば、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置
において、フレーム周波数を高くすることなく、色割れを低減できる。
【００２３】
または本発明の一態様は、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置
において、光源を複数の領域に分割して複数色の点灯とする際、光源境界部の色の混色を
低減することができ、表示品位の向上を図ることができる。
【００２４】
または本発明の一態様によれば、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表
示装置において、非点灯期間を設けた際の表示画像の輝度の低下を抑制することができ、
低消費電力化を図ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一形態における斜視図、模式図、及びタイミングチャート図。
【図２】本発明の一形態におけるタイミングチャート図。
【図３】本発明の一形態におけるブロック図。
【図４】本発明の一形態におけるタイミングチャート図。
【図５】本発明の一形態におけるタイミングチャート図。
【図６】本発明の一形態における模式図及びタイミングチャート図。
【図７】本発明の一形態におけるタイミングチャート図。
【図８】本発明の一形態におけるタイミングチャート図。
【図９】本発明の一形態におけるタイミングチャート図。
【図１０】本発明の一形態におけるタイミングチャート図。
【図１１】本発明の一形態におけるタイミングチャート図。
【図１２】本発明の一形態におけるタイミングチャート図。
【図１３】本発明の一形態における電子機器を説明する図。
【図１４】本発明の一形態におけるブロック図及び回路図。
【図１５】本発明の一形態におけるブロック図及びタイミングチャート図。
【図１６】本発明の一形態における断面図。
【図１７】本発明の一形態における上面図及び断面図。
【図１８】本発明の一形態における上面図及び断面図。
【図１９】本発明の一形態における上面図及び断面図。
【図２０】本発明の一形態における断面図。
【図２１】本発明の一形態における上面図。
【図２２】トランジスタの構成を説明する図。
【図２３】Ｖｔｈの定義を例示する図。
【図２４】光負バイアス試験結果を示す図及びその拡大図。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。但し、本発明は多く
の異なる態様で実施することが可能であり、本発明の趣旨及びその範囲から逸脱すること
なくその形態及び詳細を様々に変更し得ることは当業者であれば容易に理解される。従っ
て本実施の形態の記載内容に限定して解釈されるものではない。なお、以下に説明する本
発明の構成において、同じ物を指し示す符号は異なる図面間において共通とする。
【００２７】
なお、各実施の形態の図面等において示す各構成の、大きさ、層の厚さ、信号波形、又は
領域は、明瞭化のために誇張されて表記している場合がある。よって、必ずしもそのスケ
ールに限定されない。
【００２８】
なお本明細書にて用いる第１、第２、第３、乃至第ｎ（ｎは自然数）という用語は、構成
要素の混同を避けるために付したものであり、数的に限定するものではないことを付記す
る。
【００２９】
（実施の形態１）
まず、液晶表示装置の内部の構成を一部示した斜視図について図１（Ａ）に示す。図１（
Ａ）の液晶表示装置はバックライト部１０１と、表示パネル１０２と、を有する。
【００３０】
なお図１（Ａ）は、バックライト部１０１から放射される光が表示パネル１０２の液晶素
子を通過して観察者側で視認される様子を表している。従って、本実施の形態では、バッ
クライト部１０１を「バックライト」と称して説明するが、放射する光を導光する方式に
応じて「フロントライト」、「サイドライト」と、称することもできる。
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【００３１】
なお液晶表示装置は用いる液晶のモードに応じて、表示パネル１０２の一方の面、または
両方の面に偏光板を設ける構成とすることもある。また、表示パネル１０２とバックライ
ト部１０１の間には、バックライト部１０１からの光の放射を一様にするため、拡散板を
設ける構成とすることもある。
【００３２】
バックライト部１０１には、カラー表示を行うための色の組み合わせによるバックライト
ユニット１０３がマトリクス状に配置される。例えば、バックライトユニット１０３は、
赤（Ｒ）の光源１０４、緑（Ｇ）の光源１０５、及び青（Ｂ）の光源１０６で構成される
。なお光源１０４乃至光源１０６には、発光ダイオード（ＬＥＤ）を用いることで低消費
電力化を図ることができる。また表示パネル１０２は、複数の画素が設けられた画素部１
０７を有する。なおフィールドシーケンシャル方式により表示を行う本実施の形態の構成
では、バックライトユニット１０３の赤（Ｒ）の光源１０４、緑（Ｇ）の光源１０５、及
び青（Ｂ）の光源１０６が順番に発光して表示が行われることとなる。
【００３３】
バックライト部１０１のバックライトユニット１０３は、映像信号に応じて、各色の光源
の輝度を切り替えることができる。各色の光源の輝度は、バックライト部１０１内の同じ
色の光源間で、高低をつける構成としてもよい。当該構成により、表示する映像のコント
ラスト比を大きくすることができる。
【００３４】
なお本実施の形態ではバックライトユニットの光源をＲＧＢの３色として説明するが、他
の種類の光源を組み合わせてもよい。例えばＲＧＢの３色の光源に加え、白色の光源、黄
色の光源、マゼンタ色の光源、またはシアン色の光源等を用いてもよい。
【００３５】
なお白色の光源には、白色の発光をする発光ダイオードを用いればよい。白色の発光をす
る発光ダイオードとしては、原色の発光ダイオードと蛍光体を組み合わせた、３波長白色
発光ダイオードを用いてもよいし、青色の発光ダイオードと青色と補色の関係にある黄色
の光を呈する蛍光体との発光により得られる白色の光源であってもよい。なお、ＲＧＢの
３色の光源を同時に点灯することで白色の光源とする構成としてもよい。
【００３６】
表示パネル１０２は、画素部１０７の他に、走査線駆動回路（ゲート線駆動回路ともいう
）、データ線駆動回路（信号線駆動回路ともいう）を有する構成でも良い。画素部１０７
における画素はスイッチング素子であるトランジスタ及び液晶素子を有する。トランジス
タはゲート端子が走査線、第１端子がデータ線、第２端子が液晶素子に接続される。液晶
素子の第１の電極には、トランジスタを介したデータ線の電位が供給される。液晶素子の
第２の電極には、共通電位（コモン電位）が供給される。第１の電極及び第２の電極に挟
持される液晶材料は、第１の電極及び第２の電極間の電界に応じてバックライト部１０１
からの光の透過を制御する。
【００３７】
バックライト部１０１及び表示パネル１０２は、表示制御回路等が設けられた外部回路１
０８と、外部入力端子となるＦＰＣ１０９（フレキシブルプリントサーキット）により、
電気的に接続されている。
【００３８】
なお、画素とは、バックライト部１０１の光源の光による明るさを制御できる表示単位に
相当するものとする。フィールドシーケンシャル方式により表示を行う本実施の形態の構
成において、各画素によるカラー画像の表示は、バックライトユニット１０３の赤（Ｒ）
の光源１０４、緑（Ｇ）の光源１０５、及び青（Ｂ）の光源１０６の光による明るさを時
間的に制御して、バックライトユニット１０３が有する光源の各色を加法混色により視認
者に視認されることとなる。
【００３９】
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なお、トランジスタは、ゲートと、ドレインと、ソースとを含む少なくとも三つの端子を
有する素子であり、ドレイン領域とソース領域の間にチャネル領域を有しており、ドレイ
ン領域とチャネル領域とソース領域とを介して電流を流すことができる。ここで、ソース
とドレインとは、トランジスタの構造や動作条件等によって変わるため、いずれがソース
またはドレインであるかを限定することが困難である。そこで、本明細書においては、ソ
ース及びドレインとして機能する領域を、ソースもしくはドレインと呼ばない場合がある
。その場合、一例としては、それぞれを第１端子、第２端子と表記する場合がある。ある
いは、それぞれを第１の電極（端子）、第２の電極（端子）と表記する場合がある。ある
いは、ソース領域、ドレイン領域と表記する場合がある。あるいは、ソース端子、ドレイ
ン端子と表記する場合がある。
【００４０】
なお画素に設けるトランジスタの構造については逆スタガ型の構造でもよいし、順スタガ
型の構造でもよい。または、チャネル領域が複数の領域に分かれて直列に接続された、ダ
ブルゲート型の構造でもよい。または、ゲート電極がチャネル領域の上下に設けられたデ
ュアルゲート型の構造でもよい。また、トランジスタを構成する半導体層を複数の島状の
半導体層にわけて形成し、スイッチング動作を実現しうるトランジスタ素子としてもよい
。
【００４１】
次いで図１（Ｂ）には、図１（Ａ）で示した斜視図におけるバックライト部１０１及び画
素部１０７についての模式図を示す。
【００４２】
図１（Ｂ）に示す模式図で、バックライト部１０１の光源、すなわちバックライトユニッ
ト１０３が配設された領域（光源領域という）は、第１の領域１１１、第２の領域１１２
、第３の領域１１３、及び第４の領域１１４を有する。第１の領域１１１乃至第４の領域
１１４は、バックライトユニット１０３である赤（Ｒ）の光源１０４、緑（Ｇ）の光源１
０５、及び青（Ｂ）の光源１０６を複数有する。
【００４３】
第１の領域１１１乃至第４の領域１１４は、本実施の形態の駆動方法が複雑な駆動方法と
ならぬよう、バックライト部１０１の光源領域を走査線と平行な方向に分割された領域と
することが好ましい。
【００４４】
また図１（Ｂ）に示す模式図で、画素部１０７は、前述の第１の領域１１１乃至第４の領
域１１４に対応して、第１の画素領域１２１、第２の画素領域１２２、第３の画素領域１
２３、及び第４の画素領域１２４を有する。第１の画素領域１２１乃至第４の画素領域１
２４は、第１の領域１１１乃至第４の領域１１４に対応して、走査線と平行な方向に分割
された領域とする。従って、第１の画素領域１２１乃至第４の画素領域１２４は、第１の
領域１１１乃至第４の領域１１４の同数設けられるものとなる。
【００４５】
なお第１の領域１１１乃至第４の領域１１４におけるバックライトユニット１０３の個数
は、第１の画素領域１２１乃至第４の画素領域１２４の画素の個数と同数であることが好
ましい。しかし、通常画素の個数の方がバックライトユニット１０３の個数よりが多い。
従ってバックライトユニット１０３は、第１の画素領域１２１乃至第４の画素領域１２４
における複数の画素に対応してバックライトユニット１０３が有する各色の光源における
輝度の調整を行う構成となる。
【００４６】
次いで、第１の画素領域１２１乃至第４の画素領域１２４における映像信号の書き込み期
間、第１の領域１１１乃至第４の領域１１４におけるバックライトユニット１０３の点灯
または消灯について説明する。図１（Ｃ）では、本実施の形態のタイミングチャートを説
明するための模式図を示している。
【００４７】
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図１（Ｃ）は、書き込み期間１３０と、点灯期間１４０とを示している。図１（Ｃ）では
第１の画素領域１２１乃至第４の画素領域１２４の各行各列への書き込み動作１３１、第
１の領域１１１における点灯または消灯を示す動作１４１、第２の領域１１２における点
灯または消灯を示す動作１４２、第３の領域１１３における点灯または消灯を示す動作１
４３、第４の領域１１４における点灯または消灯を示す動作１４４を示している。なお図
１（Ｃ）では、第１の画素領域１２１乃至第４の画素領域１２４への書き込み動作１３１
の完了した後に、動作１４１乃至動作１４４は並行して行われる様子を示している。
【００４８】
図１（Ｃ）に示す書き込み動作１３１は、動作１４１乃至動作１４４に応じた映像信号の
書き込み、を行う動作であればよい。例えば画素部１０７の各行各列に順次映像信号を書
き込む構成でもよいし、バックライト部１０１の光源を点灯する動作となる領域に対応し
た第１の画素領域１２１乃至第４の画素領域１２４のいずれかに選択的に映像信号を書き
込む構成としてもよい。
【００４９】
図１（Ｃ）に示す動作１４１は赤（Ｒ）の光源による点灯を表している。すなわち動作１
４１は、第１の領域１１１におけるバックライトユニット１０３の赤（Ｒ）の光源１０４
が点灯する動作である。動作１４３は緑（Ｇ）の光源による点灯を表している。すなわち
動作１４３は、第３の領域１１３におけるバックライトユニット１０３の緑（Ｇ）の光源
１０５が点灯する動作である。
【００５０】
以下の説明では、図１（Ｃ）と同様に、図面中の点灯期間１４０に対応する期間において
Ｒ、Ｇ、Ｂを示すことで、バックライトユニット１０３の赤（Ｒ）の光源１０４が点灯す
る動作、バックライトユニット１０３の緑（Ｇ）の光源１０５が点灯する動作、バックラ
イトユニット１０３の青（Ｂ）の光源１０６が点灯する動作、とする。なお前述の図面の
説明は、その他の色、例えば白（Ｗ）でも同様である。
【００５１】
また図１（Ｃ）に示す動作１４２及び動作１４４はＲＧＢの光源の消灯を表しており、黒
表示（ＢＫ）がなされることとなる。すなわち動作１４２及び動作１４４は、第２の領域
１１２及び第４の領域１１４におけるバックライトユニット１０３のＲＧＢの光源を一斉
に消灯する動作である。
【００５２】
以下の説明では、図１（Ｃ）と同様に、図面中の点灯期間１４０に対応する期間において
ＢＫを示すことで、黒表示、すなわちバックライトユニットのＲＧＢの光源を消灯する動
作、とする。
【００５３】
以下に説明する本実施の形態の構成では、動作１４１乃至動作１４４での点灯または消灯
をする期間を、サブフレーム期間として説明する。一例として、本実施の形態では、第１
のサブフレーム期間は、第１の領域１１１及び第３の領域１１３の光源が点灯し、第２の
領域１１２及び第４の領域１１４の光源が消灯する期間のことをいう。また。第２のサブ
フレーム期間は、第１の領域１１１及び第３の領域１１３の光源が消灯し、第２の領域１
１２及び第４の領域１１４の光源が点灯する期間のことをいう。なお実際には、第１の領
域１１１乃至第４の領域１１４の光源が点灯する期間は、第１のサブフレーム期間及び第
２のサブフレーム期間の範囲と同等、またはそれ以下の範囲となる。
【００５４】
なお本実施の形態で説明する液晶表示装置の駆動方法では、書き込み期間１３０と点灯期
間１４０とが重複して行われる構成とすることができる。すなわち、本実施の形態で説明
する液晶表示装置の駆動方法では、映像信号の書き込みのみに要する期間を点灯期間１４
０における光源を消灯する期間と重複することで隠すことができる。例えば、第１のサブ
フレーム期間での第２の領域１１２及び第４の領域１１４の光源が消灯する期間（ＢＫ）
、並びに第２のサブフレーム期間での第１の領域１１１及び第３の領域１１３の光源が消
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灯する期間（ＢＫ）では、次の期間で光源を点灯する領域の映像信号の書き込みを行うこ
とができ、映像信号の書き込みのみに要する期間を見えなくすることができる。そこで本
実施の形態の構成では、書き込み期間１３０の書き込み動作を図示せずに説明することが
できる。この場合、直前の期間の第１の領域１１１乃至第４の領域１１４の光源が消灯す
る期間を利用して映像信号の書き込みが行われているものである。
【００５５】
なお書き込み期間１３０と点灯期間１４０とが重複して行われる構成では、点灯期間１４
０の長さを映像信号の書き込みのみに要する期間より長く設定しておくことが好ましい。
【００５６】
次いで、図１（Ｄ）では１フレーム期間が有する複数のサブフレーム期間についてのタイ
ミングチャートを示す。図１（Ｄ）に示すタイミングチャートにおいて１フレーム期間１
５０は、第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５１Ｃ、第２の
サブフレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃに大別することができる
。なお第１のサブフレーム期間１５１Ａの映像信号は、直前のフレーム期間でのバックラ
イトユニットのＲＧＢの光源を消灯する期間で書き込まれているものである。
【００５７】
なお第１のサブフレーム期間が第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム
期間１５１Ｃの３つのサブフレーム期間に分かれ、及び第２のサブフレーム期間が第２の
サブフレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃの３つのサブフレーム期
間に分かれるのは、カラー表示を行うためのバックライトユニット１０３が有する光源の
色数に基づくものである。従って、第１のサブフレーム期間及び第２のサブフレームの数
は、特に限定されるものではない。
【００５８】
図１（Ｄ）に示す第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５１Ｃ
では、動作１４１によって第１の領域１１１の光源、動作１４３によって第３の領域１１
３の光源を同時に点灯している。加えて図１（Ｄ）に示す第１のサブフレーム期間１５１
Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５１Ｃでは、第１の領域１１１の光源の色及び第３の領
域１１３の光源の色を互いに異なる色の点灯としている。
【００５９】
図１（Ｄ）に示す具体例では、第１のサブフレーム期間１５１Ａは、第１の領域１１１に
おいて、バックライトユニット１０３の赤（Ｒ）の光源１０４が点灯する。また第１のサ
ブフレーム期間１５１Ａは、第３の領域１１３において、バックライトユニット１０３の
緑（Ｇ）の光源１０５が点灯する。また第１のサブフレーム期間１５１Ｂは、第１の領域
１１１において、バックライトユニット１０３の緑（Ｇ）の光源１０５が点灯する。また
第１のサブフレーム期間１５１Ｂは、第３の領域１１３において、バックライトユニット
１０３の青（Ｂ）の光源１０６が点灯する。また第１のサブフレーム期間１５１Ｃは、第
１の領域１１１において、バックライトユニット１０３の青（Ｂ）の光源１０６が点灯す
る。また第１のサブフレーム期間１５１Ｃは、第３の領域１１３において、バックライト
ユニット１０３の赤（Ｒ）の光源１０４が点灯する。
【００６０】
また、図１（Ｄ）に示す第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１
５１Ｃでは、動作１４２によって第２の領域１１２の光源、及び動作１４４によって第４
の領域１１４の光源を同時に消灯している。
【００６１】
図１（Ｄ）に示す第１のサブフレーム期間の後の第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第
２のサブフレーム期間１５２Ｃでは、動作１４２によって第２の領域１１２の光源、動作
１４４によって第４の領域１１４の光源を同時に点灯している。加えて図１（Ｄ）に示す
第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃでは、第２の領域
１１２の光源の色及び第４の領域１１４の光源の色を互いに異なる色の点灯としている。
【００６２】
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図１（Ｄ）に示す具体例では、第２のサブフレーム期間１５２Ａは、第２の領域１１２に
おいて、バックライトユニット１０３の赤（Ｒ）の光源１０４が点灯する。また第２のサ
ブフレーム期間１５２Ａは、第４の領域１１４において、バックライトユニット１０３の
緑（Ｇ）の光源１０５が点灯する。また第２のサブフレーム期間１５２Ｂは、第２の領域
１１２において、バックライトユニット１０３の緑（Ｇ）の光源１０５が点灯する。また
第２のサブフレーム期間１５２Ｂは、第４の領域１１４において、バックライトユニット
１０３の青（Ｂ）の光源１０６が点灯する。また第２のサブフレーム期間１５２Ｃは、第
２の領域１１２において、バックライトユニット１０３の青（Ｂ）の光源１０６が点灯す
る。また第２のサブフレーム期間１５２Ｃは、第４の領域１１４において、バックライト
ユニット１０３の赤（Ｒ）の光源１０４が点灯する。
【００６３】
また、図１（Ｄ）に示す第１のサブフレーム期間の後の第２のサブフレーム期間１５２Ａ
乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃでは、動作１４１によって第１の領域１１１の光源
、及び動作１４３によって第３の領域１１３の光源を同時に消灯している。
【００６４】
上記図１（Ｄ）についての説明で述べたように、本実施の形態の駆動方法では、第１のサ
ブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間において同時に光源を点灯させる領域を異な
る色の点灯とし、当該同時に光源を点灯させる領域を同時に光源を消灯する領域でもって
離間して設ける構成としている。そのため、フィールドシーケンシャル方式により表示を
行う液晶表示装置において、バックライト部１０１の光源を複数の領域に分割して複数色
の点灯とする際、光源境界部の色の混色を低減することができ、表示品位の向上を図るこ
とができる。
【００６５】
また本実施の形態の駆動方法では、サブフレーム期間におけるバックライト部１０１の光
源が単色の光源によるものでなく、複数の領域での複数色の光源による駆動方法としてい
る。そのため、視認者のまばたきなどによりカラー表示をするための複数色の光源のうち
、いずれかの色の情報のみが欠落することを低減することができ、フレーム周波数を高く
することなく、色割れを低減できる。
【００６６】
なお図１（Ｄ）では第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５１
Ｃに続いて、第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃが交
互に設けられる構成としたが、他の構成でもよい。
【００６７】
なお図１（Ｄ）での、第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５
１Ｃ、第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃにおける、
ＲＧＢの映像信号の書き込み順序及びＲＧＢ光源の点灯順序についても、特に限定されな
い。１フレーム期間１５０内に所定のＲＧＢの映像信号が書き込まれる構成であれば、乱
数等を用いて映像信号の書き込み順序及び光源の点灯順序をランダムにする構成としても
よい。当該構成により、規則的にＲＧＢの映像信号及びＲＧＢ光源の点灯を行う構成に比
べ、色割れを低減できる。
【００６８】
次いで、図１（Ｄ）で示したタイミングチャートについての詳細な波形を表した一例を図
２に示す。なお図２に示すタイミングチャートでは、映像信号が書き込まれた画素領域か
ら順に光源の点灯を行うこと、及び第１の画素領域１２１及び第３の画素領域１２３並び
に第２の画素領域１２２及び第４の画素領域１２４の映像信号を同時に書き込むことで書
き込み期間を半分にしている。
【００６９】
図２に示すタイミングチャートでは、第１の画素領域１２１に対する映像信号の書き込み
を「１＿Ｕ」と表している。図２に示すタイミングチャートでは、第２の画素領域１２２
に対する映像信号の書き込みを「１＿Ｄ」と表している。図２に示すタイミングチャート
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では、第３の画素領域１２３に対する映像信号の書き込みを「２＿Ｕ」と表している。図
２に示すタイミングチャートでは、第４の画素領域１２４に対する映像信号の書き込みを
「２＿Ｄ」と表している。
【００７０】
図２に示すタイミングチャートで、「１＿Ｕ」、「１＿Ｄ」、「２＿Ｕ」、及び「２＿Ｄ
」でのＲ、Ｇ、Ｂとの表記は、Ｒ、Ｇ、Ｂの色要素に関する映像信号の書き込みを表して
いる。
【００７１】
図２に示すタイミングチャートでは、第１の領域１１１のバックライトユニットの赤（Ｒ
）の光源１０４が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表している（Ｒ
１＿Ｕ）。図２に示すタイミングチャートでは、第１の領域１１１のバックライトユニッ
トの緑（Ｇ）の光源１０５が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表し
ている（Ｇ１＿Ｕ）。図２に示すタイミングチャートでは、第１の領域１１１のバックラ
イトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯
として表している（Ｂ１＿Ｕ）。
【００７２】
図２に示すタイミングチャートでは、第２の領域１１２のバックライトユニットの赤（Ｒ
）の光源１０４が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表している（Ｒ
１＿Ｄ）。図２に示すタイミングチャートでは、第２の領域１１２のバックライトユニッ
トの緑（Ｇ）の光源１０５が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表し
ている（Ｇ１＿Ｄ）。図２に示すタイミングチャートでは、第２の領域１１２のバックラ
イトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯
として表している（Ｂ１＿Ｄ）。
【００７３】
図２に示すタイミングチャートでは、第３の領域１１３のバックライトユニットの赤（Ｒ
）の光源１０４が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表している（Ｒ
２＿Ｕ）。図２に示すタイミングチャートでは、第３の領域１１３のバックライトユニッ
トの緑（Ｇ）の光源１０５が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表し
ている（Ｇ２＿Ｕ）。図２に示すタイミングチャートでは、第３の領域１１３のバックラ
イトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯
として表している（Ｂ２＿Ｕ）。
【００７４】
図２に示すタイミングチャートでは、第４の領域１１４のバックライトユニットの赤（Ｒ
）の光源１０４が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表している（Ｒ
２＿Ｄ）。図２に示すタイミングチャートでは、第４の領域１１４のバックライトユニッ
トの緑（Ｇ）の光源１０５が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表し
ている（Ｇ２＿Ｄ）。図２に示すタイミングチャートでは、第４の領域１１４のバックラ
イトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯
として表している（Ｂ２＿Ｄ）。
【００７５】
次いで、上記説明した図２でのタイミングチャートの第１のサブフレーム期間１５１Ａの
動作を具体的に説明する。なお第１のサブフレーム期間１５１Ａの前の期間で１＿Ｕでの
Ｒの映像信号の書き込み、２＿ＵでのＧの映像信号の書き込みが行われている。
【００７６】
第１のサブフレーム期間１５１Ａでは、Ｒ１＿Ｕ及びＧ２＿ＵがＬレベルからＨレベルと
なり、第１の領域１１１でのバックライトユニットの赤（Ｒ）の光源１０４が点灯及び第
３の領域１１３でのバックライトユニットの緑（Ｇ）の光源１０５が点灯する。このとき
、次のサブフレーム期間である第２のサブフレーム期間１５２Ａで点灯する第２の領域１
１２及び第４の領域１１４に対応する第２の画素領域１２２及び第４の画素領域１２４へ
の映像信号の書き込み、すなわち１＿ＤでのＲの映像信号の書き込み、２＿ＤでのＧの映
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像信号の書き込みが行われている。他のサブフレーム期間についても、図示したように動
作させればよい。
【００７７】
次いで、上記液晶表示装置の駆動を行うためのブロック図について説明する。図３に示す
ブロック図は、図１（Ａ）と同様に、バックライト部１０１、表示パネル１０２、外部回
路１０８を示している。
【００７８】
図３に示すブロック図の外部回路１０８は、映像制御信号及び映像信号（図３中、ｄａｔ
ａ）が外部より入力される映像信号処理回路５０１と、表示パネル制御回路５０２と、バ
ックライト制御回路５０３と、を有する。図３に示すブロック図の表示パネル１０２は、
走査線駆動回路５０４と、データ線駆動回路５０５と、画素部１０７と、を有する。
【００７９】
なお上述したように、表示パネル１０２は、必ずしも画素部１０７と同じ基板上に、走査
線駆動回路５０４、及びデータ線駆動回路５０５を有する構成でなくてもよい。
【００８０】
映像信号処理回路５０１は、映像信号記憶回路５１１と、映像信号処理回路５１２と、フ
ィールドシーケンシャル駆動制御回路５１３と、を有する。
【００８１】
走査線駆動回路５０４は、画素部１０７の複数の画素領域において、それぞれ各行の画素
を同時に選択して駆動する方式においては、複数に分割された走査線駆動回路（以下、分
割走査線駆動回路５０６という）を具備する構成となる。
【００８２】
表示パネル制御回路５０２は、データ線駆動制御回路５２１、ゲート線駆動制御回路５２
２と、を有する。
【００８３】
ゲート線駆動制御回路５２２は、走査線駆動回路５０４が分割走査線駆動回路５０６を具
備する構成において、分割走査線駆動回路５０６に応じた走査線分割駆動制御回路５２３
を有する構成とすればよい。
【００８４】
映像信号記憶回路５１１は、外部より入力される映像信号ｄａｔａを記憶し、当該記憶さ
れた映像信号ｄａｔａの入出力を制御するための回路である。具体的には、揮発性メモリ
または不揮発性メモリを用いた、数フレーム分の映像信号ｄａｔａを記憶するためのフレ
ームメモリを有する構成となる。
【００８５】
映像信号処理回路５１２は、入力される映像信号ｄａｔａの色要素毎の強度について、調
整及び／または変換するための回路である。具体的には、入力される映像信号ｄａｔａが
ＲＧＢ色信号の映像信号であれば、一旦映像信号記憶回路５１１に記憶された映像信号を
読み出して所定の色の映像信号に変換した上で、色毎にガンマ補正、輝度変換等の画像処
理を行うための回路である。なお所定の色の映像信号は、ＲＧＢの他に、白色、黄色、マ
ゼンタ色、またはシアン色のいずれか一または複数を加えた色でもよいし、他の組み合わ
せであってもよい。ただし所定の色の映像信号は、バックライトユニットが有する光源の
色に対応させた映像信号とするものである。
【００８６】
なお映像信号処理回路５１２は、映像信号ｄａｔａの色要素毎の強度に関する調整及び／
または変換を行うためのルックアップテーブル等を記憶するための記憶回路を具備する構
成でもよい。
【００８７】
フィールドシーケンシャル駆動制御回路５１３は、映像信号処理回路５１２で得られる調
整及び／または変換された映像信号をフィールドシーケンシャル方式によって表示を行う
ために所定のタイミングで表示パネル制御回路５０２に出力するための回路である。また
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、フィールドシーケンシャル駆動制御回路５１３は、映像信号処理回路５１２で得られる
調整及び／または変換された映像信号の表示パネル制御回路５０２への出力に併せて、バ
ックライト制御回路５０３を制御するための回路である。フィールドシーケンシャル駆動
制御回路５１３により、画素部１０７での映像信号の書き込みと、バックライト部１０１
の光源の点灯の同期を取ることができる。
【００８８】
バックライト制御回路５０３はバックライト部１０１のバックライトユニットを構成する
光源を前述の映像信号に併せて点灯するための信号を生成し、バックライト部１０１に出
力するための回路である。
【００８９】
データ線駆動制御回路５２１は、バックライト部１０１の光源の点灯に同期した画素部の
表示を行うために、データ線駆動回路５０５にクロック信号、スタートパルス等を出力す
るための回路である。ゲート線駆動制御回路５２２は、バックライト部１０１の光源の点
灯に同期した画素部の表示を行うために、走査線駆動回路５０４にクロック信号、スター
トパルス等を出力するための回路である。
【００９０】
次いで図４では、図２で説明したタイミングチャートとは異なる構成について示す。なお
図４に示すタイミングチャートでは、図２に示すタイミングチャートとは異なり、画素部
の各行各列に映像信号を書き込む書き込み期間１３０の後に点灯期間１４０となる第１の
サブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間を設ける構成を示している。すなわち、第
１のサブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間と書き込み期間を分けて設けることで
、異なる画素領域の映像信号を同時に書き込む等の複雑の駆動回路の構成とすることなく
、映像信号の書き込みに要する駆動回路の構成を単純化できる。
【００９１】
図４に示すタイミングチャートは、図２に示すタイミングチャートと同様に、映像信号の
書き込みを「１＿Ｕ」、「１＿Ｄ」、「２＿Ｕ」、及び「２＿Ｄ」で表し、光源の点灯を
「Ｒ１＿Ｕ」、「Ｇ１＿Ｕ」、「Ｂ１＿Ｕ」、「Ｒ１＿Ｄ」、「Ｇ１＿Ｄ」、「Ｂ１＿Ｄ
」、「Ｒ２＿Ｕ」、「Ｇ２＿Ｕ」、「Ｂ２＿Ｕ」、「Ｒ２＿Ｄ」、「Ｇ２＿Ｄ」、「Ｂ２
＿Ｄ」で表している。
【００９２】
図４に示すタイミングチャートの動作を具体的にみると、まず書き込み期間１３０で、１
＿ＵでのＲの映像信号の書き込み、次いで１＿ＤでのＲの映像信号の書き込み、次いで２
＿ＵでのＧの映像信号の書き込み、次いで２＿ＤでのＧの映像信号の書き込みが行われる
。次いで第１のサブフレーム期間１５１Ａでは、Ｒ１＿Ｕ及びＧ２＿ＵがＬレベルからＨ
レベルとなり、第１の領域１１１でのバックライトユニットの赤（Ｒ）の光源１０４が点
灯及び第３の領域１１３でのバックライトユニットの緑（Ｇ）の光源１０５が点灯する。
第２のサブフレーム期間１５２Ａでは、Ｒ１＿Ｄ及びＧ２＿ＤがＬレベルからＨレベルと
なり、第２の領域１１２でのバックライトユニットの赤（Ｒ）の光源１０４が点灯及び第
４の領域１１４でのバックライトユニットの緑（Ｇ）の光源１０５が点灯する。他のサブ
フレーム期間についても、図示したように動作させればよい。
【００９３】
次いで図５では、図２及び図４で説明したタイミングチャートとは異なる構成について示
す。なお図５に示すタイミングチャートでは、分割された画素領域の映像信号を同時に書
き込むことで、書き込み期間をさらに短く、その分点灯期間を長くしている。すなわち、
第１のサブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間を短くすることができるため１フレ
ーム期間を短くでき、その結果フレーム周波数を高くすることによる色割れの低減を見込
むことができる。加えて点灯期間を長くすることによる輝度の向上を見込むことができる
。
【００９４】
図５に示すタイミングチャートは、図２及び図４に示すタイミングチャートと同様に、映
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像信号の書き込みを「１＿Ｕ」、「１＿Ｄ」、「２＿Ｕ」、及び「２＿Ｄ」で表し、光源
の点灯を「Ｒ１＿Ｕ」、「Ｇ１＿Ｕ」、「Ｂ１＿Ｕ」、「Ｒ１＿Ｄ」、「Ｇ１＿Ｄ」、「
Ｂ１＿Ｄ」、「Ｒ２＿Ｕ」、「Ｇ２＿Ｕ」、「Ｂ２＿Ｕ」、「Ｒ２＿Ｄ」、「Ｇ２＿Ｄ」
、「Ｂ２＿Ｄ」で表している。
【００９５】
図５に示すタイミングチャートの動作を具体的にみると、まず書き込み期間１３０で、１
＿ＵでのＲの映像信号の書き込み、１＿ＤでのＲの映像信号の書き込み、２＿ＵでのＧの
映像信号の書き込み、及び２＿ＤでのＧの映像信号の書き込みが同時に行われる。次いで
第１のサブフレーム期間１５１Ａでは、Ｒ１＿Ｕ及びＧ２＿ＵがＬレベルからＨレベルと
なり、第１の領域１１１でのバックライトユニットの赤（Ｒ）の光源１０４が点灯及び第
３の領域１１３でのバックライトユニットの緑（Ｇ）の光源１０５が点灯する。第２のサ
ブフレーム期間１５２Ａでは、Ｒ１＿Ｄ及びＧ２＿ＤがＬレベルからＨレベルとなり、第
２の領域１１２でのバックライトユニットの赤（Ｒ）の光源１０４が点灯及び第４の領域
１１４でのバックライトユニットの緑（Ｇ）の光源１０５が点灯する。他のサブフレーム
期間についても、図示したように動作させればよい。
【００９６】
以上説明したように、本実施の形態の駆動方法では、第１のサブフレーム期間及び第２の
サブフレーム期間において光源を同時に点灯させる領域を異なる色の点灯とし、当該光源
を同時に点灯させる領域を光源を同時に消灯する領域でもって離間して設ける構成として
いる。そのため、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置において
、バックライト部の光源を複数の領域に分割して複数色の点灯とする際、光源境界部の色
の混色を低減することができ、表示品位の向上を図ることができる。
【００９７】
また本実施の形態の駆動方法では、サブフレーム期間におけるバックライト部の光源が単
色の光源によるものでなく、複数の領域での複数色の光源による駆動方法としている。そ
のため、視認者のまばたきなどによりカラー表示をするための複数色の光源のうち、いず
れかの色の情報のみが欠落することを低減することができ、フレーム周波数を高くするこ
となく、色割れを低減できる。また、書き込み期間を短くする駆動方法を組み合わせるこ
とで更に色割れを低減することができる。
【００９８】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【００９９】
（実施の形態２）
本実施の形態では、上記実施の形態１で説明した光源領域、及び画素領域の分割数を異な
らせた構成について説明する。説明のため、図６（Ａ）には図１（Ｂ）と同様に、バック
ライト部１０１及び表示パネル１０２の模式図を示す。なお本実施の形態において、実施
の形態１の構成と対応する構成においては、上記実施の形態１の記載を援用し、詳細な説
明を省略することもある。
【０１００】
具体的には、図６（Ａ）に示すように、光源領域は第１の領域１１１乃至第６の領域１１
６に分割される。第１の領域１１１乃至第６の領域１１６は、バックライトユニット１０
３である赤（Ｒ）の光源１０４、緑（Ｇ）の光源１０５、及び青（Ｂ）の光源１０６を複
数有する。
【０１０１】
また図６（Ａ）に示す模式図で、画素部１０７は、前述の第１の領域１１１乃至第６の領
域１１６に対応して、第１の画素領域１２１乃至第６の画素領域１２６を有する。
【０１０２】
次いで、第１の画素領域１２１乃至第６の画素領域１２６における映像信号の書き込み期
間、第１の領域１１１乃至第６の領域１１６におけるバックライトユニット１０３の点灯
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または消灯について説明する。図６（Ｂ）では、本実施の形態のタイミングチャートを説
明するための、１つのサブフレーム期間を表した模式図を示している。
【０１０３】
図６（Ｂ）は、書き込み期間１３０と、点灯期間１４０を示している。図６（Ｂ）では第
１の画素領域１２１乃至第６の画素領域１２６の各行各列への書き込み動作１３１、第１
の領域１１１における点灯または消灯を示す動作１４１、第２の領域１１２における点灯
または消灯を示す動作１４２、第３の領域１１３における点灯または消灯を示す動作１４
３、第４の領域１１４における点灯または消灯を示す動作１４４、第５の領域１１５にお
ける点灯または消灯を示す動作１４５、第６の領域１１６における点灯または消灯を示す
動作１４６を示している。なお図６（Ｂ）では、第１の画素領域１２１乃至第６の画素領
域１２６への書き込み動作１３１の完了した後に、動作１４１乃至動作１４６は並行して
行われる様子を示している。
【０１０４】
図６（Ｂ）に示す書き込み動作１３１は、動作１４１乃至動作１４６に応じた映像信号の
書き込み、を行う動作であればよい。例えば画素部１０７の各行各列に順次映像信号を書
き込む構成でもよいし、バックライト部１０１の光源を点灯する動作となる領域に対応し
た第１の画素領域１２１乃至第６の画素領域１２６のいずれかに選択的に映像信号を書き
込む構成としてもよい。
【０１０５】
図６（Ｂ）に示す動作１４１は赤（Ｒ）の光源による点灯を表している。すなわち動作１
４１は、第１の領域１１１におけるバックライトユニット１０３の赤（Ｒ）の光源１０４
が点灯する動作である。動作１４３は緑（Ｇ）の光源による点灯を表している。すなわち
動作１４３は、第３の領域１１３におけるバックライトユニット１０３の緑（Ｇ）の光源
１０５が点灯する動作である。動作１４５は青（Ｂ）の光源による点灯を表している。す
なわち動作１４５は、第５の領域１１５におけるバックライトユニット１０３の青（Ｂ）
の光源１０６が点灯する動作である。
【０１０６】
また図６（Ｂ）に示す動作１４２、動作１４４、及び動作１４６はＲＧＢの光源の消灯を
表しており、黒表示（ＢＫ）がなされることとなる。すなわち動作１４２、動作１４４、
及び動作１４６は、第２の領域１１２、第４の領域１１４、及び第６の領域１１６におけ
るバックライトユニット１０３のＲＧＢの光源を一斉に消灯する動作である。
【０１０７】
以下説明する本実施の形態の構成では、動作１４１乃至動作１４６での点灯または消灯を
する期間を、サブフレーム期間として説明する。一例として、本実施の形態では、第１の
サブフレーム期間は、第１の領域１１１、第３の領域１１３、及び第５の領域１１５の光
源が点灯し、第２の領域１１２、第４の領域１１４、及び第６の領域１１６の光源が消灯
する期間のことをいう。また、第２のサブフレーム期間は、第１の領域１１１、第３の領
域１１３、及び第５の領域１１５の光源が消灯し、第２の領域１１２、第４の領域１１４
、及び第６の領域１１６の光源が点灯する期間のことをいう。なお実際には、第１の領域
１１１乃至第６の領域１１６の光源が点灯する期間は、第１のサブフレーム期間及び第２
のサブフレーム期間の範囲と同等、またはそれ以下の範囲となる。
【０１０８】
なお本実施の形態で説明する液晶表示装置の駆動方法では、書き込み期間１３０と点灯期
間１４０とが重複して行われる構成とすることができる。すなわち、本実施の形態で説明
する液晶表示装置の駆動方法では、映像信号の書き込みのみに要する期間を点灯期間１４
０における光源を消灯する期間と重複することで隠すことができる。例えば、第１のサブ
フレーム期間での第２の領域１１２、第４の領域１１４、及び第６の領域１１６の光源が
消灯する期間（ＢＫ）、並びに第２のサブフレーム期間での第１の領域１１１、第３の領
域１１３、及び第５の領域１１５の光源が消灯する期間（ＢＫ）では、次の期間で光源を
点灯する領域の映像信号の書き込みを行うことができ、映像信号の書き込みのみに要する
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期間を見えなくすることができる。そこで本実施の形態の構成では、書き込み期間１３０
の書き込み動作を図示せずに説明することができる。この場合、直前の期間の第１の領域
１１１乃至第６の領域１１６の光源が消灯する期間を利用して映像信号の書き込みが行わ
れているものである。
【０１０９】
なお書き込み期間１３０と点灯期間１４０とが重複して行われる構成では、点灯期間１４
０の長さを映像信号の書き込みのみに要する期間より長く設定しておくことが好ましい。
【０１１０】
次いで、図６（Ｃ）では１フレーム期間が有する複数のサブフレーム期間についてのタイ
ミングチャートを示す。図６（Ｃ）に示すタイミングチャートにおいて１フレーム期間１
５０は、映像信号の書き込み期間、第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレ
ーム期間１５１Ｃ、第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５２
Ｃに大別することができる。なお第１のサブフレーム期間１５１Ａの映像信号は、直前の
フレーム期間でのバックライトユニットのＲＧＢの光源を消灯する期間で書き込まれてい
るものである。
【０１１１】
図６（Ｃ）に示す第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５１Ｃ
では、動作１４１によって第１の領域１１１の光源、動作１４３によって第３の領域１１
３の光源、動作１４５によって第５の領域１１５の光源を同時に点灯している。加えて図
６（Ｃ）に示す第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５１Ｃで
は、第１の領域１１１の光源の色、第３の領域１１３の光源の色、及び第５の領域１１５
の光源の色を互いに異なる色の点灯としている。
【０１１２】
また、図６（Ｃ）に示す第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１
５１Ｃでは、動作１４２によって第２の領域１１２の光源、動作１４４によって第４の領
域１１４の光源、及び動作１４６によって第６の領域１１６の光源を同時に消灯している
。
【０１１３】
図６（Ｃ）に示す第１のサブフレーム期間の後の第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第
２のサブフレーム期間１５２Ｃでは、動作１４２によって第２の領域１１２の光源、動作
１４４によって第４の領域１１４の光源、動作１４６によって第６の領域１１６の光源を
同時に点灯している。加えて図６（Ｃ）に示す第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第２
のサブフレーム期間１５２Ｃでは、第２の領域１１２の光源の色、第４の領域１１４の光
源の色、及び第６の領域１１６の光源の色を互いに異なる色の点灯としている。
【０１１４】
また、図６（Ｃ）に示す第１のサブフレーム期間の後の第２のサブフレーム期間１５２Ａ
乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃでは、動作１４１によって第１の領域１１１の光源
、動作１４３によって第３の領域１１３の光源、及び動作１４５によって第５の領域１１
５の光源を同時に消灯している。
【０１１５】
本実施の形態の駆動方法では、図１（Ｄ）と同様に、第１のサブフレーム期間及び第２の
サブフレーム期間において光源を同時に点灯させる領域を異なる色の点灯とし、当該光源
を同時に点灯させる領域を光源を同時に消灯する領域でもって離間して設ける構成として
いる。そのため、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置において
、バックライト部の光源を複数の領域に分割して複数色の点灯とする際、光源境界部の色
の混色を低減することができ、表示品位の向上を図ることができる。
【０１１６】
また本実施の形態の駆動方法では、サブフレーム期間におけるバックライト部の光源が単
色の光源によるものでなく、複数の領域での複数色の光源による駆動方法としている。特
に本実施の形態の構成では、当該複数の領域での複数色の光源として、カラー表示を行う
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ためのＲＧＢの３色を複数の領域にわたって表示する構成としている。そのため、視認者
のまばたきなどによりカラー表示をするための複数色の光源のうち、いずれかの色の情報
のみが欠落することを低減することができ、フレーム周波数を高くすることなく、色割れ
を低減できる。
【０１１７】
なお、本実施の形態で説明する液晶表示装置の駆動を行うためのブロック図は、上記実施
の形態で説明した図３に示すブロック図と同様である。
【０１１８】
次いで図６（Ｃ）で示したタイミングチャートについての詳細な波形を表した一例を図７
に示す。なお図７にしめすタイミングチャートでは、映像信号が書き込まれた画素領域か
ら順に光源の点灯を行うこと、及び第１の画素領域、第３の画素領域、及び第５の画素領
域並びに第２の画素領域、第４の画素領域、及び第６の画素領域の映像信号を同時に書き
込みこと、で書き込み期間を半分にしている。
【０１１９】
図７に示すタイミングチャートは、図２に示すタイミングチャートでの説明における、「
１＿Ｕ」、「１＿Ｄ」、「２＿Ｕ」、及び「２＿Ｄ」、並びに「Ｒ１＿Ｕ」、「Ｇ１＿Ｕ
」、「Ｂ１＿Ｕ」、「Ｒ１＿Ｄ」、「Ｇ１＿Ｄ」、「Ｂ１＿Ｄ」、「Ｒ２＿Ｕ」、「Ｇ２
＿Ｕ」、「Ｂ２＿Ｕ」、「Ｒ２＿Ｄ」、「Ｇ２＿Ｄ」、及び「Ｂ２＿Ｄ」に、第５の画素
領域１２５、第６の画素領域１２６、第５の領域１１５、第６の領域１１６、動作１４５
、動作１４６を加えたものとなる。
【０１２０】
図７に示すタイミングチャートでは、第５の画素領域１２５に対する映像信号の書き込み
を「３＿Ｕ」と表している。図７に示すタイミングチャートでは、第６の画素領域１２６
に対する映像信号の書き込みを「３＿Ｄ」と表している。
【０１２１】
図７に示すタイミングチャートでは、第５の領域１１５のバックライトユニットの赤（Ｒ
）の光源１０４が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表している（Ｒ
３＿Ｕ）。図７に示すタイミングチャートでは、第５の領域１１５のバックライトユニッ
トの緑（Ｇ）の光源１０５が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表し
ている（Ｇ３＿Ｕ）。図７に示すタイミングチャートでは、第５の領域１１５のバックラ
イトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯
として表している（Ｂ３＿Ｕ）。
【０１２２】
図７に示すタイミングチャートでは、第６の領域１１６のバックライトユニットの赤（Ｒ
）の光源１０４が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表している（Ｒ
３＿Ｄ）。図７に示すタイミングチャートでは、第６の領域１１６のバックライトユニッ
トの緑（Ｇ）の光源１０５が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯として表し
ている（Ｇ３＿Ｄ）。図７に示すタイミングチャートでは、第６の領域１１６のバックラ
イトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が、Ｈレベルの電位で点灯、Ｌレベルの電位で消灯
として表している（Ｂ３＿Ｄ）。
【０１２３】
次いで、上記説明した図７でのタイミングチャートの第１のサブフレーム期間１５１Ａの
動作を具体的に説明する。なお第１のサブフレーム期間１５１Ａの前の期間で１＿Ｕでの
Ｒの映像信号の書き込み、２＿ＵでのＧの映像信号の書き込み、３＿ＵでのＢの映像信号
の書き込みが行われている。
【０１２４】
第１のサブフレーム期間１５１Ａでは、Ｒ１＿Ｕ、Ｇ２＿Ｕ、及びＢ３＿ＵがＬレベルか
らＨレベルとなり、第１の領域１１１でのバックライトユニットの赤（Ｒ）の光源１０４
が点灯、第３の領域１１３でのバックライトユニットの緑（Ｇ）の光源１０５、及び第５
の領域１１５でのバックライトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が点灯する。このとき、
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次のサブフレーム期間である第２のサブフレーム期間１５２Ａで点灯する第２の領域１１
２、第４の領域１１４、及び第６の領域１１６に対応する第２の画素領域１２２、第４の
画素領域１２４、及び第６の画素領域１２６への映像信号の書き込み、すなわち１＿Ｄで
のＲの映像信号の書き込み、２＿ＤでのＧの映像信号の書き込み、３＿ＤでのＢの映像信
号の書き込みが行われている。以下、他のサブフレーム期間についても、図示したように
動作させればよい。
【０１２５】
次いで図８では、図７で説明したタイミングチャートとは異なる構成について示す。なお
図８にしめすタイミングチャートでは、図７に示すタイミングチャートとは異なり、画素
部の各行各列に映像信号を書き込む書き込み期間１３０の後に点灯期間１４０となる第１
のサブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間を設ける構成を示している。すなわち、
第１のサブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間と書き込み期間を分けて設けること
で、異なる画素領域の映像信号を同時に書き込む等の複雑の駆動回路の構成とすることな
く、映像信号の書き込みに要する駆動回路の構成を単純化できる。
【０１２６】
図８に示すタイミングチャートは、図７に示すタイミングチャートと同様に、映像信号の
書き込みを「１＿Ｕ」、「１＿Ｄ」、「２＿Ｕ」、「２＿Ｄ」、「３＿Ｕ」、及び「３＿
Ｄ」で表し、光源の点灯を「Ｒ１＿Ｕ」、「Ｇ１＿Ｕ」、「Ｂ１＿Ｕ」、「Ｒ１＿Ｄ」、
「Ｇ１＿Ｄ」、「Ｂ１＿Ｄ」、「Ｒ２＿Ｕ」、「Ｇ２＿Ｕ」、「Ｂ２＿Ｕ」、「Ｒ２＿Ｄ
」、「Ｇ２＿Ｄ」、「Ｂ２＿Ｄ」「Ｒ３＿Ｕ」、「Ｇ３＿Ｕ」、「Ｂ３＿Ｕ」、「Ｒ３＿
Ｄ」、「Ｇ３＿Ｄ」、「Ｂ３＿Ｄ」で表している。
【０１２７】
図８に示すタイミングチャートの動作を具体的にみると、まず書き込み期間１３０で、１
＿ＵでのＲの映像信号の書き込み、次いで１＿ＤでのＲの映像信号の書き込み、次いで２
＿ＵでのＧの映像信号の書き込み、次いで２＿ＤでのＧの映像信号、次いで３＿ＵでのＢ
の映像信号の書き込み、次いで３＿ＤでのＢの映像信号の書き込みの書き込みが行われる
。次いで第１のサブフレーム期間１５１Ａでは、Ｒ１＿Ｕ、Ｇ２＿Ｕ、及びＢ３＿ＵがＬ
レベルからＨレベルとなり、第１の領域１１１でのバックライトユニットの赤（Ｒ）の光
源１０４が点灯、第３の領域１１３でのバックライトユニットの緑（Ｇ）の光源１０５、
及び第５の領域１１５でのバックライトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が点灯する。第
２のサブフレーム期間１５２Ａでは、Ｒ１＿Ｄ、Ｇ２＿Ｄ、及びＢ３＿ＤがＬレベルから
Ｈレベルとなり、第２の領域１１２でのバックライトユニットの赤（Ｒ）の光源１０４が
点灯、第４の領域１１４でのバックライトユニットの緑（Ｇ）の光源１０５が点灯、及び
第６の領域１１６でのバックライトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が点灯する。他のサ
ブフレーム期間についても、図示したように動作させればよい。
【０１２８】
次いで図９では、図７及び図８で説明したタイミングチャートとは異なる構成について示
す。なお図９にしめすタイミングチャートでは、分割された画素領域の映像信号を同時に
書き込みこと、で、書き込み期間をさらに短く、その分点灯期間を長くしている。すなわ
ち、第１のサブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間を短くすることができるため１
フレーム期間を短くでき、その結果フレーム周波数を高くすることによる色割れの低減を
見込むことができる。加えて点灯期間を長くすることによる輝度の向上を見込むことがで
きる。
【０１２９】
図９に示すタイミングチャートは、図７及び図８に示すタイミングチャートと同様に、映
像信号の書き込みを「１＿Ｕ」、「１＿Ｄ」、「２＿Ｕ」、「２＿Ｄ」、「３＿Ｕ」、及
び「３＿Ｄ」で表し、光源の点灯を「Ｒ１＿Ｕ」、「Ｇ１＿Ｕ」、「Ｂ１＿Ｕ」、「Ｒ１
＿Ｄ」、「Ｇ１＿Ｄ」、「Ｂ１＿Ｄ」、「Ｒ２＿Ｕ」、「Ｇ２＿Ｕ」、「Ｂ２＿Ｕ」、「
Ｒ２＿Ｄ」、「Ｇ２＿Ｄ」、「Ｂ２＿Ｄ」「Ｒ３＿Ｕ」、「Ｇ３＿Ｕ」、「Ｂ３＿Ｕ」、
「Ｒ３＿Ｄ」、「Ｇ３＿Ｄ」、「Ｂ３＿Ｄ」で表している。



(21) JP 2012-32792 A 2012.2.16

10

20

30

40

50

【０１３０】
図９に示すタイミングチャートの動作を具体的にみると、まず書き込み期間１３０で、１
＿ＵでのＲの映像信号の書き込み、１＿ＤでのＲの映像信号の書き込み、２＿ＵでのＧの
映像信号の書き込み、２＿ＤでのＧの映像信号の書き込み、３＿ＵでのＢの映像信号の書
き込み、３＿ＤでのＢの映像信号の書き込みが同時に行われる。次いで第１のサブフレー
ム期間１５１Ａでは、Ｒ１＿Ｕ、Ｇ２＿Ｕ、及びＢ３＿ＵがＬレベルからＨレベルとなり
、第１の領域１１１でのバックライトユニットの赤（Ｒ）の光源１０４が点灯、第３の領
域１１３でのバックライトユニットの緑（Ｇ）の光源１０５が点灯、及び第５の領域１１
５でのバックライトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が点灯する。第２のサブフレーム期
間１５２Ａでは、Ｒ１＿Ｄ、Ｇ２＿Ｄ、Ｂ３＿ＤがＬレベルからＨレベルとなり、第２の
領域１１２でのバックライトユニットの赤（Ｒ）の光源１０４が点灯、第４の領域１１４
でのバックライトユニットの緑（Ｇ）の光源１０５が点灯、及び第６の領域１１６でのバ
ックライトユニットの青（Ｂ）の光源１０６が点灯する。他のサブフレーム期間について
も、図示したように動作させればよい。
【０１３１】
以上説明したように、本実施の形態の駆動方法では、第１のサブフレーム期間及び第２の
サブフレーム期間において光源を同時に点灯させる領域を異なる色の点灯とし、当該光源
を同時に点灯させる領域を光源を同時に消灯する領域でもって離間して設ける構成として
いる。そのため、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置において
、バックライト部の光源を複数の領域に分割して複数色の点灯とする際、光源境界部の色
の混色を低減することができ、表示品位の向上を図ることができる。
【０１３２】
また本実施の形態の駆動方法では、サブフレーム期間におけるバックライト部の光源が単
色の光源によるものでなく、複数の領域での複数色の光源による駆動方法としている。特
に本実施の形態の構成では、当該複数の領域での複数色の光源として、カラー表示を行う
ためのＲＧＢの３色を複数の領域にわたって表示する構成としている。そのため、視認者
のまばたきなどによりカラー表示をするための複数色の光源のうち、いずれかの色の情報
のみが欠落することを低減することができ、フレーム周波数を高くすることなく、色割れ
を低減できる。また、書き込み期間を短くする駆動方法を組み合わせることで更に色割れ
を低減することができる。
【０１３３】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０１３４】
（実施の形態３）
本実施の形態は、上記実施の形態で説明した液晶表示装置の駆動方法において、ＲＧＢの
光源を点灯するサブフレーム期間とは異なるサブフレーム期間を有する構成について説明
する。なお本実施の形態において、実施の形態１及び２の構成と対応する構成においては
、上記実施の形態１及び２の記載を援用し、詳細な説明を省略することもある。
【０１３５】
まず、図１０（Ａ）では、上記実施の形態１での、１フレーム期間が有する第１のサブフ
レーム期間及び第２のサブフレーム期間の他に、第３のサブフレーム期間及び第４のサブ
フレーム期間を有する構成について示す。
【０１３６】
図１０（Ａ）に示す第３のサブフレーム期間１５３及び第４のサブフレーム期間１５４は
、実施の形態１での、第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５
１Ｃ、及び第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃに続い
て、設けられる。
【０１３７】
図１０（Ａ）に示す第３のサブフレーム期間１５３では、動作１４１によって第１の領域
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１１１の光源、動作１４３によって第３の領域１１３の光源を同時に点灯している。加え
て図１０（Ａ）に示す第３のサブフレーム期間１５３では、第１の領域１１１の光源の色
及び第３の領域１１３の光源の色を白（Ｗ）色の光源の点灯としている。
【０１３８】
なお白（Ｗ）色の光源は、白色の発光をする発光ダイオード等の白色の光源を設け点灯す
る構成の他に、補色となる色の組み合わせの光源を同時に点灯することで得られる色、ま
たはＲＧＢの光源を同時に点灯することで得られる色、とする構成でもよい。
【０１３９】
また、図１０（Ａ）に示す第３のサブフレーム期間１５３では、動作１４２によって第２
の領域１１２の光源、動作１４４によって第４の領域１１４の光源を同時に消灯している
。
【０１４０】
図１０（Ａ）に示す第４のサブフレーム期間１５４では、動作１４２によって第２の領域
１１２の光源、動作１４４によって第４の領域１１４の光源を同時に点灯している。加え
て図１０（Ａ）に示す第４のサブフレーム期間１５４では、第２の領域１１２の光源の色
及び第４の領域１１４の光源の色を白（Ｗ）色の光源の点灯としている。
【０１４１】
また、図１０（Ａ）に示す第４のサブフレーム期間１５４では、動作１４１によって第１
の領域１１１の光源、動作１４３によって第３の領域１１３の光源を同時に消灯している
。
【０１４２】
なお図１０（Ａ）では第３のサブフレーム期間１５３及び第４のサブフレーム期間１５４
は、第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５１Ｃ、第２のサブ
フレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃの後に設ける構成としたが他
の構成でもよい。例えば、図１０（Ｂ）に示すように、第３のサブフレーム期間１５３及
び第４のサブフレーム期間１５４は、第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフ
レーム期間１５１Ｃ、第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５
２Ｃの前に設ける構成としてもよい。
【０１４３】
次いで、図１１（Ａ）では、上記実施の形態２での、１フレーム期間が有する第１のサブ
フレーム期間及び第２のサブフレーム期間の他に、第３のサブフレーム期間及び第４のサ
ブフレーム期間を有する構成について示す。
【０１４４】
図１１（Ａ）に示す第３のサブフレーム期間１５３及び第４のサブフレーム期間１５４は
、実施の形態２での、第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５
１Ｃ、及び第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃに続い
て、設けられる。
【０１４５】
図１１（Ａ）に示す第３のサブフレーム期間１５３では、動作１４１によって第１の領域
１１１の光源、動作１４３によって第３の領域１１３の光源、及び動作１４５によって第
５の領域１１５の光源を同時に点灯している。加えて図１１（Ａ）に示す第３のサブフレ
ーム期間１５３では、第１の領域１１１の光源の色、第３の領域１１３の光源の色、及び
第５の領域１１５の光源の色を白（Ｗ）色の光源の点灯としている。
【０１４６】
また、図１１（Ａ）に示す第３のサブフレーム期間１５３では、動作１４２によって第２
の領域１１２の光源、動作１４４によって第４の領域１１４の光源、及び動作１４６によ
って第６の領域１１６の光源を同時に消灯している。
【０１４７】
図１１（Ａ）に示す第４のサブフレーム期間１５４では、動作１４２によって第２の領域
１１２の光源、動作１４４によって第４の領域１１４の光源、動作１４６によって第６の
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領域１１６の光源を同時に点灯している。加えて図１２（Ａ）に示す第４のサブフレーム
期間１５４では、第２の領域１１２の光源の色、第４の領域１１４の光源の色、第６の領
域１１６の光源の色を白（Ｗ）色の光源の点灯としている。
【０１４８】
また、図１１（Ａ）に示す第４のサブフレーム期間１５４では、動作１４１によって第１
の領域１１１の光源、動作１４３によって第３の領域１１３の光源、及び動作１４５によ
って第５の領域１１５の光源を同時に消灯している。
【０１４９】
なお図１１（Ａ）では第３のサブフレーム期間１５３及び第４のサブフレーム期間１５４
は、第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフレーム期間１５１Ｃ、第２のサブ
フレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５２Ｃの後に設ける構成としたが他
の構成でもよい。例えば、図１１（Ｂ）に示すように、第３のサブフレーム期間１５３及
び第４のサブフレーム期間１５４は、第１のサブフレーム期間１５１Ａ乃至第１のサブフ
レーム期間１５１Ｃ、第２のサブフレーム期間１５２Ａ乃至第２のサブフレーム期間１５
２Ｃの前に設ける構成としてもよい。
【０１５０】
上記図１０（Ａ）、（Ｂ）及び図１１（Ａ）、（Ｂ）の構成による本実施の形態の駆動方
法では、第１のサブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間において光源を同時に点灯
させる領域を異なる色の点灯とし、当該光源を同時に点灯させる領域を光源を同時に消灯
する領域でもって離間して設ける構成としている。そのため、フィールドシーケンシャル
方式により表示を行う液晶表示装置において、バックライト部の光源を複数の領域に分割
して複数色の点灯とする際、光源境界部の色の混色を低減することができ、表示品位の向
上を図ることができる。
【０１５１】
また本実施の形態の駆動方法では、サブフレーム期間におけるバックライト部の光源が単
色の光源によるものでなく、複数の領域での複数色の光源による駆動方法としている。そ
のため、視認者のまばたきなどによりカラー表示をするための複数色の光源のうち、いず
れかの色の情報のみが欠落することを低減することができ、フレーム周波数を高くするこ
となく、色割れを低減できる。
【０１５２】
また本実施の形態の駆動方法では、白色の光源を点灯する期間を各フレーム期間毎に設け
る構成とすることで、非点灯期間を設けた際の表示画像の輝度の低下を抑制することがで
き、低消費電力化を図ることができる。
【０１５３】
なお、白色の光源を点灯するための第３のサブフレーム期間及び第４のサブフレーム期間
は、全ての画素が白表示の画像、または全ての画素がモノクロ表示の画像の際に設ける構
成とすることが好ましい。また白色の光源を点灯するための第３のサブフレーム期間及び
第４のサブフレーム期間は、白表示またはモノクロ表示の画像を表示する場合に限らず、
画素部において書き込まれる映像信号の白を表示する頻度が大きい場合に設ける構成とし
てもよい。
【０１５４】
なお、白色の光源を点灯するための第３のサブフレーム期間及び第４のサブフレーム期間
は、一部の画素、例えば図１（Ａ）の構成でいえば第１の画素領域１２１乃至第４の画素
領域１２４のいずれか一が白表示の画像またはモノクロ表示の画像の際に設ける構成とす
ることが好ましい。また白色の光源を点灯するための第３のサブフレーム期間及び第４の
サブフレーム期間は、画素部において書き込まれる映像信号の白を表示する頻度が大きい
場合に設ける構成としてもよい。
【０１５５】
また別の構成として、白色の光源を点灯するための第３のサブフレーム期間及び第４のサ
ブフレーム期間は、表示する画像が白の成分を含む際に設ける構成としてもよい。例えば
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、白の成分を含むカラー表示の画像を表示する映像信号であれば、まず元となる映像信号
を、白の成分の映像信号と、ＲＧＢの成分の映像信号に分離する。そして、ＲＧＢの成分
の映像信号は第１のサブフレーム期間及び第２のサブフレーム期間によるフィールドシー
ケンシャル方式の駆動を行う。次いで、白の成分の映像信号は第３のサブフレーム期間及
び第４のサブフレーム期間による表示を行う。
【０１５６】
なお白の成分の映像信号とＲＧＢの成分の映像信号とに分離して表示を行う構成で、白の
画像を表示する場合、同じ強度の輝度に映像信号を分離するのでなく、白の成分の映像信
号による輝度を、ＲＧＢの成分の映像信号の輝度より大きくすることが好ましい。当該構
成により色割れを視認しにくくすることができる。
【０１５７】
上述した白色の光源を点灯するための第３のサブフレーム期間及び第４のサブフレーム期
間を設けるための映像信号は、上記実施の形態１の図３にて説明した映像信号処理回路５
１２により生成すればよい。具体的には、映像信号の色要素毎のヒストグラムを算出し、
白色の成分を有する映像信号であるか否かを判定する構成とすればよい。
【０１５８】
なお図１０（Ａ）、（Ｂ）及び図１１（Ａ）、（Ｂ）では、ＲＧＢの光源を点灯するサブ
フレーム期間とは異なるサブフレーム期間として、白色の光源を点灯するサブフレーム期
間を有する構成について説明したが他のサブフレーム期間を有する構成でもよい。例えば
図１２（Ａ）に示すように、実施の形態１の構成に組み合わせるサブフレーム期間として
、光源を全て消灯するサブフレーム期間１５５（第５のサブフレーム期間ともいう）を有
する構成でもよい。また図１２（Ｂ）に示すように、実施の形態２の構成に組み合わせる
サブフレーム期間として、光源を全て消灯するサブフレーム期間１５５を有する構成でも
よい。
【０１５９】
なお他にも、図１２（Ｃ）に示すように、図１０（Ａ）の構成に組み合わせるサブフレー
ム期間として、光源を全て消灯するサブフレーム期間１５５を有する構成でもよい。また
図１２（Ｄ）に示すように、図１１（Ａ）の構成に組み合わせるサブフレーム期間として
、光源を全て消灯するサブフレーム期間１５５を有する構成でもよい。
【０１６０】
以上の構成とすることにより、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示
装置において、フレーム周波数を高くすることなく、色割れを低減できる。
【０１６１】
または本発明の一態様は、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表示装置
において、光源を複数の領域に分割して複数色の点灯とする際、光源境界部の色の混色を
低減することができ、表示品位の向上を図ることができる。
【０１６２】
または本発明の一態様によれば、フィールドシーケンシャル方式により表示を行う液晶表
示装置において、非点灯期間を設けた際の表示画像の輝度の低下を抑制することができ、
低消費電力化を図ることができる。
【０１６３】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０１６４】
（実施の形態４）
次いで本実施の形態では、上記実施の形態で説明したフィールドシーケンシャル方式の駆
動方法における各行の画素を同時に選択して駆動する方式を実現するための液晶表示装置
の構成例について説明する。
【０１６５】
図１４（Ａ）は、液晶表示装置の構成例を示す図である。図１４（Ａ）に示す液晶表示装
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置は、画素部３０と、走査線駆動回路３１と、データ線駆動回路３２（信号線駆動回路と
もいう）と、各々が平行又は略平行に配設され、且つ走査線駆動回路３１によって電位が
制御される３ｎ本（ｎは、２以上の自然数）の走査線３３と、各々が平行又は略平行に配
設され、且つデータ線駆動回路３２によって電位が制御される、ｍ本（ｍは、２以上の自
然数）の第１のデータ線３４１、ｍ本の第２のデータ線３４２、及びｍ本の第３のデータ
線３４３と、を有する。
【０１６６】
さらに、画素部３０は、３つの領域（領域３０１乃至領域３０３）に分割され、領域毎に
マトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素を有する。なお、各走査線３３は、画
素部３０においてマトリクス状（３ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素のうち、いずれか
の行に配設されたｍ個の画素に接続される。また、各第１のデータ線３４１は、領域３０
１においてマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素３５１のうち、いずれかの
列に配設されたｎ個の画素に接続される。また、各第２のデータ線３４２は、領域３０２
においてマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素３５２のうち、いずれかの列
に配設されたｎ個の画素に接続される。また、各第３のデータ線３４３は、領域３０３に
おいてマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素３５３のうち、いずれかの列に
配設されたｎ個の画素に接続される。
【０１６７】
なお、走査線駆動回路３１には、外部から走査線駆動回路用スタートパルス信号（ＧＳＰ
）、走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ）、及び高電源電位、低電源電位などの駆動
用電源電位が入力される。また、データ線駆動回路３２には、外部からデータ線駆動回路
用スタート信号（ＳＳＰ）、データ線駆動回路用クロック信号（ＳＣＫ）、映像信号（ｄ
ａｔａ１～ｄａｔａ３）などの信号、及び高電源電位、低電源電位などの駆動用電源電位
が入力される。
【０１６８】
図１４（Ｂ）乃至図１４（Ｄ）は、画素の回路構成例を示す図である。具体的には、図１
４（Ｂ）は、領域３０１に配設された画素３５１の回路構成例を示す図であり、図１４（
Ｃ）は、領域３０２に配設された画素３５２の回路構成例を示す図であり、図１４（Ｄ）
は、領域３０３に配設された画素３５３の回路構成例を示す図である。図１４（Ｂ）に示
す画素３５１は、ゲート端子が走査線３３に接続され、ソース及びドレインの一方の端子
が第１のデータ線３４１に接続されたトランジスタ３５１１と、一方の電極がトランジス
タ３５１１のソース及びドレインの他方の端子に接続され、他方の電極が容量線に接続さ
れた容量素子３５１２と、一方の電極（画素電極）がトランジスタ３５１１のソース及び
ドレインの他方の端子並びに容量素子３５１２の一方の電極に接続され、他方の電極（対
向電極）が対向電位を供給する配線に接続された液晶素子３５１４と、を有する。
【０１６９】
図１４（Ｃ）に示す画素３５２及び図１４（Ｄ）に示す画素３５３も回路構成自体は、図
１４（Ｂ）に示す画素３５１と同一である。ただし、図１４（Ｃ）に示す画素３５２では
、トランジスタ３５２１のソース及びドレインの一方が第１のデータ線３４１ではなく第
２のデータ線３４２に接続される点が図１４（Ｂ）に示す画素３５１と異なり、図１４（
Ｄ）に示す画素３５３では、トランジスタ３５３１のソース及びドレインの一方が第１の
データ線３４１ではなく第３のデータ線３４３に接続される点が図１４（Ｂ）に示す画素
３５１と異なる。
【０１７０】
また図１５（Ａ）では、図１４（Ａ）に示す液晶表示装置が有する走査線駆動回路３１の
構成例を示している。図１５（Ａ）に示す走査線駆動回路３１は、ｎ個の出力端子を有す
るシフトレジスタ３１１乃至シフトレジスタ３１３を有する。なお、シフトレジスタ３１
１が有する出力端子のそれぞれは、領域３０１に配設されたｎ本の走査線３３のいずれか
に接続され、シフトレジスタ３１２が有する出力端子のそれぞれは、領域３０２に配設さ
れたｎ本の走査線３３のいずれかに接続され、シフトレジスタ３１３が有する出力端子の
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それぞれは、領域３０３に配設されたｎ本の走査線３３のいずれかに接続される。すなわ
ち、シフトレジスタ３１１は、領域３０１において走査信号を走査するシフトレジスタで
あり、シフトレジスタ３１２は、領域３０２において走査信号を走査するシフトレジスタ
であり、シフトレジスタ３１３は、領域３０３において走査信号を走査するシフトレジス
タである。具体的には、シフトレジスタ３１１は、外部から入力される走査線駆動回路用
スタートパルス信号（ＧＳＰ）をきっかけとして、１行目に配設された走査線３３を起点
として順次走査信号をシフト（走査線３３を走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ）１
／２周期毎に順次選択）する機能を有し、シフトレジスタ３１２は、外部から入力される
走査線駆動回路用スタートパルス信号（ＧＳＰ）をきっかけとして、ｎ＋１行目に配設さ
れた走査線３３を起点として順次走査信号をシフトする機能を有し、シフトレジスタ３１
３は、外部から入力される走査線駆動回路用スタートパルス信号（ＧＳＰ）をきっかけと
して、２ｎ＋１行目に配設された走査線３３を起点として順次走査信号をシフトする機能
を有する。
【０１７１】
図１５（Ａ）に示した走査線駆動回路３１の動作例について図１５（Ｂ）を参照して説明
する。なお、図１５（Ｂ）には、走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ）、シフトレジ
スタ３１１が有するｎ個の出力端子から出力される信号（ＳＲ３１１ｏｕｔ）、シフトレ
ジスタ３１２が有するｎ個の出力端子から出力される信号（ＳＲ３１２ｏｕｔ）、及びシ
フトレジスタ３１３が有するｎ個の出力端子から出力される信号（ＳＲ３１３ｏｕｔ）を
示している。
【０１７２】
サブフレーム期間（Ｔ１）において、シフトレジスタ３１１では、１行目に配設された走
査線３３を起点としてｎ行目に配設された走査線３３までハイレベルの電位が１／２クロ
ック周期（水平走査期間）毎に順次シフトし、シフトレジスタ３１２では、ｎ＋１行目に
配設された走査線３３を起点として２ｎ行目に配設された走査線３３までハイレベルの電
位が１／２クロック周期（水平走査期間）毎に順次シフトし、シフトレジスタ３１３では
、２ｎ＋１行目に配設された走査線３３を起点として３ｎ行目に配設された走査線３３ま
でハイレベルの電位が１／２クロック周期（水平走査期間）毎に順次シフトする。そのた
め、走査線駆動回路３１は、走査線３３を介して、１行目に配設されたｍ個の画素３５１
からｎ行目に配設されたｍ個の画素３５１を順次選択するとともに、ｎ＋１行目に配設さ
れたｍ個の画素３５２から２ｎ行目に配設されたｍ個の画素３５２を順次選択し、２ｎ＋
１行目に配設されたｍ個の画素３５３から３ｎ行目に配設されたｍ個の画素３５３を順次
選択することになる。すなわち、走査線駆動回路３１は、水平走査期間毎に異なる３行に
配設された３ｍ個の画素に対して走査信号を供給することが可能である。
【０１７３】
サブフレーム期間（Ｔ２）及びサブフレーム期間（Ｔ３）において、シフトレジスタ３１
１乃至シフトレジスタ３１３の動作は、サブフレーム期間（Ｔ１）と同じである。すなわ
ち、走査線駆動回路３１は、サブフレーム期間（Ｔ１）と同様に、水平走査期間毎に特定
の３行に配設された３ｍ個の画素に対して走査信号を供給することが可能である。
【０１７４】
以上図１４（Ａ）、（Ｂ）、及び図１５（Ａ）、（Ｂ）で説明した表示パネルは、マトリ
クス状に配設された画素のうち、複数行に配設された画素に対して同時に映像信号を供給
することが可能である。これにより、各画素に対する映像信号の入力頻度を向上させるこ
とが可能になる。具体的に述べると、上述した液晶表示装置の構成では、走査線駆動回路
のクロック周波数などを変化させることなく、各画素に対する映像信号の入力頻度を３倍
にすることが可能であり、フィールドシーケンシャル方式による表示での色割れの低減を
図ることができる。
【０１７５】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
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【０１７６】
（実施の形態５）
本実施の形態では、本明細書に開示する液晶表示装置に適用できるトランジスタの例を示
す。本明細書に開示する液晶表示装置に適用できるトランジスタの構造は特に限定されず
、例えばゲート電極が、ゲート絶縁層を介して、半導体層の上側に配置されるトップゲー
ト構造、又はゲート電極が、ゲート絶縁層を介して、半導体層の下側に配置されるボトム
ゲート構造のスタガ型及びプレーナ型などを用いることができる。また、トランジスタは
チャネル形成領域が一つ形成されるシングルゲート構造でも、二つ形成されるダブルゲー
ト構造もしくは三つ形成されるトリプルゲート構造であっても良い。また、チャネル領域
の上下にゲート絶縁層を介して配置された２つのゲート電極層を有する、デュアルゲート
型でもよい。なお、図１６（Ａ）乃至（Ｄ）にトランジスタの断面構造の一例を以下に示
す。
【０１７７】
図１６（Ａ）に示すトランジスタ４１０は、ボトムゲート構造のトランジスタの一つであ
り、逆スタガ型トランジスタともいう。
【０１７８】
トランジスタ４１０は、絶縁表面を有する基板４００上に、ゲート電極層４０１、ゲート
絶縁層４０２、半導体層４０３、ソース電極層４０５ａ、及びドレイン電極層４０５ｂを
含む。また、トランジスタ４１０を覆い、半導体層４０３に積層する絶縁膜４０７が設け
られている。絶縁膜４０７上にはさらに保護絶縁層４０９が形成されている。
【０１７９】
図１６（Ｂ）に示すトランジスタ４２０は、チャネル保護型（チャネルストップ型ともい
う）と呼ばれるボトムゲート構造の一つであり逆スタガ型トランジスタともいう。
【０１８０】
トランジスタ４２０は、絶縁表面を有する基板４００上に、ゲート電極層４０１、ゲート
絶縁層４０２、半導体層４０３、半導体層４０３のチャネル形成領域を覆うチャネル保護
層として機能する絶縁層４２７、ソース電極層４０５ａ、及びドレイン電極層４０５ｂを
含む。また、トランジスタ４２０を覆い、保護絶縁層４０９が形成されている。
【０１８１】
図１６（Ｃ）に示すトランジスタ４３０はボトムゲート型のトランジスタであり、絶縁表
面を有する基板４００上に、ゲート電極層４０１、ゲート絶縁層４０２、ソース電極層４
０５ａ、ドレイン電極層４０５ｂ、及び半導体層４０３を含む。また、トランジスタ４３
０を覆い、半導体層４０３に接する絶縁膜４０７が設けられている。絶縁膜４０７上には
さらに保護絶縁層４０９が形成されている。
【０１８２】
トランジスタ４３０においては、ゲート絶縁層４０２は基板４００及びゲート電極層４０
１上に接して設けられ、ゲート絶縁層４０２上にソース電極層４０５ａ、ドレイン電極層
４０５ｂが接して設けられている。そして、ゲート絶縁層４０２、及びソース電極層４０
５ａ、ドレイン電極層４０５ｂ上に半導体層４０３が設けられている。
【０１８３】
図１６（Ｄ）に示すトランジスタ４４０は、トップゲート構造のトランジスタの一つであ
る。トランジスタ４４０は、絶縁表面を有する基板４００上に、絶縁層４３７、半導体層
４０３、ソース電極層４０５ａ、ドレイン電極層４０５ｂ、ゲート絶縁層４０２、及びゲ
ート電極層４０１を含み、ソース電極層４０５ａ、ドレイン電極層４０５ｂにそれぞれ配
線層４３６ａ、配線層４３６ｂが接して設けられ接続している。
【０１８４】
半導体層４０３に用いる半導体材料としては、アモルファスシリコン、微結晶シリコン、
ポリシリコン、酸化物半導体、有機半導体等を用いることができる。
【０１８５】
絶縁表面を有する基板４００に使用することができる基板に大きな制限はないが、バリウ
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ムホウケイ酸ガラスやアルミノホウケイ酸ガラスなどのガラス基板を用いる。
【０１８６】
ボトムゲート構造のトランジスタ４１０、４２０、４３０において、下地膜となる絶縁膜
を基板とゲート電極層の間に設けてもよい。下地膜は、基板からの不純物元素の拡散を防
止する機能があり、窒化シリコン膜、酸化シリコン膜、窒化酸化シリコン膜、又は酸化窒
化シリコン膜から選ばれた一又は複数の膜による積層構造により形成することができる。
【０１８７】
ゲート電極層４０１の材料は、モリブデン、チタン、クロム、タンタル、タングステン、
アルミニウム、銅、ネオジム、スカンジウム等の金属材料またはこれらを主成分とする合
金材料を用いて、単層でまたは積層して形成することができる。
【０１８８】
ゲート絶縁層４０２は、プラズマＣＶＤ法又はスパッタリング法等を用いて、酸化シリコ
ン層、窒化シリコン層、酸化窒化シリコン層、窒化酸化シリコン層、酸化アルミニウム層
、窒化アルミニウム層、酸化窒化アルミニウム層、窒化酸化アルミニウム層、又は酸化ハ
フニウム層を単層で又は積層して形成することができる。例えば、第１のゲート絶縁層と
してプラズマＣＶＤ法により膜厚５０ｎｍ以上２００ｎｍ以下の窒化シリコン層（ＳｉＮ

ｙ（ｙ＞０））を形成し、第１のゲート絶縁層上に第２のゲート絶縁層として膜厚５ｎｍ
以上３００ｎｍ以下の酸化シリコン層（ＳｉＯｘ（ｘ＞０））を積層して、合計膜厚２０
０ｎｍのゲート絶縁層とする。
【０１８９】
ソース電極層４０５ａ、ドレイン電極層４０５ｂに用いる導電膜としては、例えば、Ａｌ
、Ｃｒ、Ｃｕ、Ｔａ、Ｔｉ、Ｍｏ、Ｗからから選ばれた元素を含む金属膜、または上述し
た元素を成分とする金属窒化物膜（窒化チタン膜、窒化モリブデン膜、窒化タングステン
膜など）等を用いることができる。また、Ａｌ、Ｃｕなどの金属膜の下側又は上側の一方
または双方にＴｉ、Ｍｏ、Ｗなどの高融点金属膜またはそれらの金属窒化物膜（窒化チタ
ン膜、窒化モリブデン膜、窒化タングステン膜）を積層させた構成としても良い。
【０１９０】
ソース電極層４０５ａ、ドレイン電極層４０５ｂに接続する配線層４３６ａ、配線層４３
６ｂのような導電膜も、ソース電極層４０５ａ、ドレイン電極層４０５ｂと同様な材料を
用いることができる。
【０１９１】
また、ソース電極層４０５ａ、ドレイン電極層４０５ｂ（これと同じ層で形成される配線
層を含む）となる導電膜としては導電性の金属酸化物で形成しても良い。導電性の金属酸
化物としては酸化インジウム（Ｉｎ２Ｏ３等）、酸化スズ（ＳｎＯ２等）、酸化亜鉛（Ｚ
ｎＯ等）、酸化インジウム酸化スズ合金（Ｉｎ２Ｏ３―ＳｎＯ２等、ＩＴＯと略記する）
、酸化インジウム酸化亜鉛合金（Ｉｎ２Ｏ３―ＺｎＯ等）またはこれらの金属酸化物材料
に酸化シリコンを含ませたものを用いることができる。
【０１９２】
半導体層の上方に設けられる絶縁膜４０７、絶縁層４２７、下方に設けられる絶縁層４３
７は、代表的には酸化シリコン膜、酸化窒化シリコン膜、酸化アルミニウム膜、または酸
化窒化アルミニウム膜などの無機絶縁膜を用いることができる。
【０１９３】
また、半導体層の上方に設けられる保護絶縁層４０９は、窒化シリコン膜、窒化アルミニ
ウム膜、窒化酸化シリコン膜、窒化酸化アルミニウム膜などの無機絶縁膜を用いることが
できる。
【０１９４】
また、保護絶縁層４０９上にトランジスタ起因の表面凹凸を低減するために平坦化絶縁膜
を形成してもよい。平坦化絶縁膜としては、ポリイミド、アクリル、ベンゾシクロブテン
、等の有機材料を用いることができる。また上記有機材料の他に、低誘電率材料（ｌｏｗ
－ｋ材料）等を用いることができる。なお、これらの材料で形成される絶縁膜を複数積層
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させることで、平坦化絶縁膜を形成してもよい。
【０１９５】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０１９６】
（実施の形態６）
上記実施の形態５で説明したトランジスタの例において、半導体層４０３に用いる半導体
材料として酸化物半導体を用いる場合には、トランジスタへの光の遮光が重要となる。そ
こで本実施の形態では、液晶表示装置が有する画素の平面図及び断面図の一例について示
し、トランジスタへの光の遮光ができる構造の一例について説明する。なお酸化物半導体
は、化学式ＩｎＭＯ３（ＺｎＯ）ｍ（ｍ＞０）で表記される材料とする。ここで、Ｍは、
Ｇａ、Ａｌ、ＭｎおよびＣｏから選ばれた一または複数の金属元素を示す。例えばＭとし
て、Ｇａ、Ｇａ及びＡｌ、Ｇａ及びＭｎ、またはＧａ及びＣｏなどがある。
【０１９７】
図１７（Ａ）は画素の平面図の一例を示している。図１７（Ｂ）は図１７（Ａ）の一点鎖
線Ａ－Ｂにおける断面図である。
【０１９８】
図１７（Ａ）において、ドレイン電極層１９０１ｂと同じ配線層よりなり、ソース電極層
１９０１ａを含む信号線は、図中上下方向（列方向）に延伸するように配置されている。
走査線となる配線層（ゲート電極層１９０３を含む）は、ソース電極層１９０１ａに概略
直交する方向（図中左右方向（行方向））に延伸するように配置されている。容量配線層
１９０４は、ゲート電極層１９０３に概略平行な方向であって、且つ、ソース電極層１９
０１ａに概略直交する方向（図中左右方向（行方向））に延伸するように配置されている
。
【０１９９】
図１７（Ａ）、（Ｂ）に示す画素には、ゲート電極層１９０３を有するトランジスタ１９
０５が設けられている。また、容量配線層１９０４、ゲート絶縁層１９１２、及びドレイ
ン電極層１９０１ｂが積層して、容量素子１９１５を形成している。トランジスタ１９０
５上には、絶縁膜１９０７及び層間膜１９０９が設けられている。トランジスタ１９０５
上の絶縁膜１９０７及び層間膜１９０９には、開口（コンタクトホール）が形成されてい
る。
【０２００】
図１７（Ａ）、（Ｂ）に示す画素は、第１の基板１９１８側のトランジスタ１９０５に接
続される電極層として透明電極層１９１０、共通電位線（コモン線）に接続される電極層
として透明電極層１９２０を有する。透明電極層１９１０は、開口（コンタクトホール）
において、トランジスタ１９０５と接続される。透明電極層１９１０及び透明電極層１９
２０は、互いの櫛歯状の電極が液晶層１９１７を間に介して離間して設けられている。透
明電極層１９１０及び透明電極層１９２０が設けられる以外の領域では、第２の基板１９
１９側に遮光層１９１１（ブラックマトリクス）が設けられている。
【０２０１】
図１７（Ａ）、（Ｂ）に示すトランジスタ１９０５は、ゲート絶縁層１９１２を介してゲ
ート電極層１９０３上に配置された半導体層１９１３を有し、半導体層１９１３に接して
ソース電極層１９０１ａ及びドレイン電極層１９０１ｂを有する。
【０２０２】
酸化物半導体を用いた半導体層１９１３（酸化物半導体層ともいう）に接する絶縁層（本
実施の形態においては、ゲート絶縁層１９１２、絶縁膜１９０７）は、第１３族元素およ
び酸素を含む絶縁材料を用いることが好ましい。酸化物半導体材料には第１３族元素を含
むものが多く、第１３族元素を含む絶縁材料は酸化物半導体との相性が良く、これを酸化
物半導体層に接する絶縁層に用いることで、酸化物半導体層との界面の状態を良好に保つ
ことができる。
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【０２０３】
第１３族元素を含む絶縁材料とは、絶縁材料に一または複数の第１３族元素を含むことを
意味する。第１３族元素を含む絶縁材料としては、例えば、酸化ガリウム、酸化アルミニ
ウム、酸化アルミニウムガリウム、酸化ガリウムアルミニウムなどがある。ここで、酸化
アルミニウムガリウムとは、ガリウムの含有量（原子％）よりアルミニウムの含有量（原
子％）が多いものを示し、酸化ガリウムアルミニウムとは、ガリウムの含有量（原子％）
がアルミニウムの含有量（原子％）以上のものを示す。
【０２０４】
例えば、ガリウムを含有する酸化物半導体層に接して絶縁層を形成する場合に、絶縁層に
酸化ガリウムを含む材料を用いることで酸化物半導体層と絶縁層の界面特性を良好に保つ
ことができる。例えば、酸化物半導体層と酸化ガリウムを含む絶縁層とを接して設けるこ
とにより、酸化物半導体層と絶縁層の界面における水素のパイルアップを低減することが
できる。なお、絶縁層に酸化物半導体の成分元素と同じ族の元素を用いる場合には、同様
の効果を得ることが可能である。例えば、酸化アルミニウムを含む材料を用いて絶縁層を
形成することも有効である。なお、酸化アルミニウムは、水を透過させにくいという特性
を有しているため、当該材料を用いることは、酸化物半導体層への水の侵入防止という点
においても好ましい。
【０２０５】
また、酸化物半導体を用いた半導体層１９１３に接する絶縁層は、酸素雰囲気下による熱
処理や、酸素ドープなどにより、絶縁材料を化学量論的組成比より酸素が多い状態とする
ことが好ましい。酸素ドープとは、酸素をバルクに添加することをいう。なお、当該バル
クの用語は、酸素を薄膜表面のみでなく薄膜内部に添加することを明確にする趣旨で用い
ている。また、酸素ドープには、プラズマ化した酸素をバルクに添加する酸素プラズマド
ープが含まれる。また、酸素ドープは、イオン注入法またはイオンドーピング法を用いて
行ってもよい。
【０２０６】
例えば、酸化物半導体を用いた半導体層１９１３に接する絶縁層として酸化ガリウムを用
いた場合、酸素雰囲気下による熱処理や、酸素ドープを行うことにより、酸化ガリウムの
組成をＧａ２ＯＸ（Ｘ＝３＋α、０＜α＜１）とすることができる。
【０２０７】
また、酸化物半導体を用いた半導体層１９１３に接する絶縁層として酸化アルミニウムを
用いた場合、酸素雰囲気下による熱処理や、酸素ドープを行うことにより、酸化アルミニ
ウムの組成をＡｌ２ＯＸ（Ｘ＝３＋α、０＜α＜１）とすることができる。
【０２０８】
また、酸化物半導体を用いた半導体層１９１３に接する絶縁層として酸化ガリウムアルミ
ニウム（酸化アルミニウムガリウム）を用いた場合、酸素雰囲気下による熱処理や、酸素
ドープを行うことにより、酸化ガリウムアルミニウム（酸化アルミニウムガリウム）の組
成をＧａＸＡｌ２－ＸＯ３＋α（０＜Ｘ＜２、０＜α＜１）とすることができる。
【０２０９】
酸素ドープ処理を行うことにより、化学量論的組成比より酸素が多い領域を有する絶縁層
を形成することができる。このような領域を備える絶縁層と酸化物半導体層が接すること
により、絶縁層中の過剰な酸素が酸化物半導体層に供給され、酸化物半導体層中、または
酸化物半導体層と絶縁層の界面における酸素不足欠陥を低減し、酸化物半導体層をＩ型化
またはＩ型に限りなく近い酸化物半導体とすることができる。
【０２１０】
なお、化学量論的組成比より酸素が多い領域を有する絶縁層は、酸化物半導体を用いた半
導体層１９１３に接する絶縁層のうち、上層に位置する絶縁層または下層に位置する絶縁
層のうち、どちらか一方のみに用いても良いが、両方の絶縁層に用いる方が好ましい。化
学量論的組成比より酸素が多い領域を有する絶縁層を、酸化物半導体を用いた半導体層１
９１３に接する絶縁層の、上層及び下層に位置する絶縁層に用い、酸化物半導体を用いた
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半導体層１９１３を挟む構成とすることで、上記効果をより高めることができる。
【０２１１】
また、酸化物半導体を用いた半導体層１９１３の上層または下層に用いる絶縁層は、上層
と下層で同じ構成元素を有する絶縁層としても良いし、異なる構成元素を有する絶縁層と
しても良い。例えば、上層と下層とも、組成がＧａ２ＯＸ（Ｘ＝３＋α、０＜α＜１）の
酸化ガリウムとしても良いし、上層と下層の一方を組成がＧａ２ＯＸ（Ｘ＝３＋α、０＜
α＜１）の酸化ガリウムとし、他方を組成がＡｌ２ＯＸ（Ｘ＝３＋α、０＜α＜１）の酸
化アルミニウムとしても良い。
【０２１２】
また、酸化物半導体を用いた半導体層１９１３に接する絶縁層は、化学量論的組成比より
酸素が多い領域を有する絶縁層の積層としても良い。例えば、酸化物半導体を用いた半導
体層１９１３の上層に組成がＧａ２ＯＸ（Ｘ＝３＋α、０＜α＜１）の酸化ガリウムを形
成し、その上に組成がＧａＸＡｌ２－ＸＯ３＋α（０＜Ｘ＜２、０＜α＜１）の酸化ガリ
ウムアルミニウム（酸化アルミニウムガリウム）を形成してもよい。なお、酸化物半導体
を用いた半導体層１９１３の下層を、化学量論的組成比より酸素が多い領域を有する絶縁
層の積層としても良いし、酸化物半導体を用いた半導体層１９１３の上層及び下層の両方
を、化学量論的組成比より酸素が多い領域を有する絶縁層の積層としても良い。
【０２１３】
加えて、図１７（Ａ）に示す平面図においては、ゲート電極層１９０３が半導体層１９１
３の下側を覆う形で配置されており、遮光層１９１１が半導体層１９１３の上側を覆う形
で配置される。従って、トランジスタ１９０５は上側及び下側で光の遮光ができる構造と
することができる。当該遮光により、トランジスタ特性の劣化を低減することができる。
【０２１４】
次いで図１８（Ａ）には、図１７（Ａ）とは異なる画素の平面図の一例を示している。図
１８（Ｂ）は図１８（Ａ）の一点鎖線Ａ－Ｂにおける断面図である。なお図１８（Ａ）、
（Ｂ）に付した各構成の符号については、図１７（Ａ）、（Ｂ）と同様であり、説明を省
略するものとする。
【０２１５】
図１８（Ａ）、（Ｂ）に示す平面図及び断面図の構成では、図１７（Ａ）、（Ｂ）に示す
平面図及び断面図の構成と異なり、ソース電極層１９０１ａ及びドレイン電極層１９０１
ｂは、半導体層１９１３のチャネル形成領域となる以外の領域を覆うように配置する。従
って、トランジスタ１９０５は半導体層１９１３の端部においても光の遮光ができる構造
とすることができる。当該遮光により、トランジスタ特性の劣化を低減することができる
。
【０２１６】
次いで図１９（Ａ）には、図１７（Ａ）、図１８（Ａ）とは異なる画素の平面図の一例を
示している。図１９（Ｂ）は図１９（Ａ）の一点鎖線Ａ－Ｂにおける断面図である。なお
図１９（Ａ）、（Ｂ）に付した各構成の符号については、図１７（Ａ）、（Ｂ）と同様で
あり、説明を省略するものとする。
【０２１７】
図１９（Ａ）、（Ｂ）に示す平面図及び断面図の構成では、図１７（Ａ）、（Ｂ）に示す
平面図及び断面図の構成と同様に、ゲート電極層１９０３が半導体層１９１３の下側を覆
う形で配置されており、遮光層１９１１が半導体層１９１３の上側を覆う形で配置される
。加えて図１９（Ａ）、（Ｂ）に示す平面図及び断面図の構成では、図１８（Ａ）、（Ｂ
）に示す平面図及び断面図の構成と同様に、ソース電極層１９０１ａ及びドレイン電極層
１９０１ｂは、半導体層１９１３のチャネル形成領域となる以外の領域を覆うように配置
する。従って、トランジスタ１９０５は上側及び下側で光の遮光ができる構造であり、且
つ半導体層１９１３の端部においても光の遮光ができる構造とすることができる。当該遮
光により、トランジスタ特性の劣化を低減することができる。
【０２１８】



(32) JP 2012-32792 A 2012.2.16

10

20

30

40

50

本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０２１９】
（実施の形態７）
本実施の形態では、本発明の一態様に係る液晶表示装置において用いられる、基板の一形
態について説明する。
【０２２０】
まず、作製基板６２００上に、剥離層６２０１を介して、トランジスタや層間絶縁膜、配
線、画素電極及び場合に応じて共通電極やカラーフィルター、ブラックマトリクス、配向
膜など、素子基板として必要な要素を含む被剥離層６１１６を形成する。
【０２２１】
作製基板６２００としては、石英基板、サファイア基板、セラミック基板や、ガラス基板
、金属基板などを用いることができる。なお、これら基板は、可撓性を明確に表さない程
度に厚みのあるものを使用することで、精度良くトランジスタなどの素子を形成すること
ができる。可撓性を明確に表さない程度とは、通常液晶ディスプレイを作製する際に使用
されているガラス基板の弾性率程度、もしくはより弾性率が大きいことを言う。
【０２２２】
剥離層６２０１は、スパッタリング法やプラズマＣＶＤ法、塗布法、印刷法等により、タ
ングステン（Ｗ）、モリブデン（Ｍｏ）、チタン（Ｔｉ）、タンタル（Ｔａ）、ニオブ（
Ｎｂ）、ニッケル（Ｎｉ）、コバルト（Ｃｏ）、ジルコニウム（Ｚｒ）、亜鉛（Ｚｎ）、
ルテニウム（Ｒｕ）、ロジウム（Ｒｈ）、パラジウム（Ｐｄ）、オスミウム（Ｏｓ）、イ
リジウム（Ｉｒ）、珪素（Ｓｉ）から選択された元素、又は元素を主成分とする合金材料
、又は元素を主成分とする化合物材料からなる層を、単層又は積層して形成する。
【０２２３】
剥離層６２０１が単層構造の場合、好ましくは、タングステン層、モリブデン層、又はタ
ングステンとモリブデンの混合物を含む層を形成する。又は、タングステンの酸化物若し
くは酸化窒化物を含む層、モリブデンの酸化物若しくは酸化窒化物を含む層、又はタング
ステンとモリブデンの混合物の酸化物若しくは酸化窒化物を含む層を形成する。なお、タ
ングステンとモリブデンの混合物とは、例えば、タングステンとモリブデンの合金に相当
する。
【０２２４】
剥離層６２０１が積層構造の場合、好ましくは、１層目として金属層を形成し、２層目と
して金属酸化物層を形成する。代表的には１層目としてタングステン層、モリブデン層、
又はタングステンとモリブデンの混合物を含む層を形成し、２層目として、タングステン
、モリブデン又はタングステンとモリブデンの混合物の酸化物、窒化物、酸化窒化物又は
窒化酸化物を形成すると良い。２層目の金属酸化物層の形成は、１層目の金属層上に、酸
化物層（例えば酸化シリコンなどの絶縁層として利用できるもの）を形成することで１層
目の金属層表面に当該金属の酸化物が形成されることを応用しても良い。
【０２２５】
続いて、剥離層６２０１上に、被剥離層６１１６を形成する（図２０（Ａ）参照）。被剥
離層６１１６としては、トランジスタや層間絶縁膜、配線、画素電極及び場合に応じて共
通電極やカラーフィルター、ブラックマトリクス、配向膜など、素子基板として必要な要
素が含まれる。これらは、剥離層６２０１上に、通常通り作製することができる。このよ
うに、トランジスタや電極は公知の材料や方法を用いて精度良く作製することができる。
【０２２６】
次いで、剥離用接着剤６２０３を用いて被剥離層６１１６を仮支持基板６２０２に接着し
た後、被剥離層６１１６を作製基板６２００の剥離層６２０１から剥離して転置する（図
２０（Ｂ）参照）。これにより被剥離層６１１６は、仮支持基板側に設けられる。なお、
本明細書において、作製用基板から仮支持基板に被剥離層を転置する工程を転置工程とい
う。
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【０２２７】
仮支持基板６２０２は、ガラス基板、石英基板、サファイア基板、セラミック基板、金属
基板などを用いることができる。また、以降の処理温度に耐えうる耐熱性を有するプラス
チック基板を用いても良い。
【０２２８】
また、ここで用いる剥離用接着剤６２０３は、水や溶媒に可溶なものや、紫外線などの照
射により可塑化させることが可能であるような、必要時に仮支持基板６２０２と被剥離層
６１１６とを分離することが可能な接着剤を用いる。
【０２２９】
なお、仮支持基板６２０２への転置工程は、様々な方法を適宜用いることができる。例え
ば、剥離層６２０１として、被剥離層と接する側に金属酸化膜を含む膜を形成した場合は
、当該金属酸化膜を結晶化させることにより脆弱化して、被剥離層６１１６を作製基板か
ら剥離することができる。また、作製基板６２００と被剥離層６１１６の間に、剥離層６
２０１として水素を含む非晶質珪素膜を形成した場合は、レーザ光の照射またはエッチン
グにより当該水素を含む非晶質珪素膜を除去して、被剥離層６１１６を作製基板６２００
から剥離することができる。また、剥離層６２０１として窒素、酸素や水素等を含む膜（
例えば、水素を含む非晶質珪素膜、水素含有合金膜、酸素含有合金膜など）を用いた場合
には、剥離層６２０１にレーザ光を照射して剥離層６２０１内に含有する窒素、酸素や水
素をガスとして放出させ、被剥離層６１１６と作製基板６２００との分離を促進すること
ができる。他の方法として、剥離層６２０１と被剥離層６１１６との界面に液体を浸透さ
せて作製基板６２００から被剥離層６１１６を剥離してもよい。剥離層６２０１をタング
ステンで形成し、アンモニア水と過酸化水素水の混合溶液により剥離層６２０１をエッチ
ングしながら剥離を行う方法もある。
【０２３０】
また、上記剥離方法を複数組み合わせることでより容易に剥離工程を行うことができる。
レーザ光の照射、ガスや溶液などによる剥離層へのエッチング、鋭いナイフやメスなどに
よる機械的な除去を部分的に行い、剥離層と被剥離層とを剥離しやすい状態にしてから、
物理的な力（機械等による）によって剥離を行う工程などがこれに当たる。剥離層６２０
１を金属と金属酸化物との積層構造により形成した場合、レーザ光の照射によって形成さ
れる溝や鋭いナイフやメスなどによる傷などをきっかけとして、剥離層から物理的に引き
剥がすことも容易となる。
【０２３１】
また、これら剥離を行う際に水などの液体をかけながら剥離してもよい。
【０２３２】
被剥離層６１１６を作製基板６２００から分離する方法としては、他に、被剥離層６１１
６が形成された作製基板６２００を、機械的に研磨などを行って除去する方法や、溶液や
ＮＦ３、ＢｒＦ３、ＣｌＦ３等のフッ化ハロゲンガスによるエッチングで除去する方法等
も用いることができる。この場合は、剥離層６２０１を設けなくとも良い。
【０２３３】
続いて、作製基板６２００から剥離され、露出した剥離層６２０１、若しくは被剥離層６
１１６表面に剥離用接着剤６２０３とは異なる接着剤による第１の接着剤層６１１１を用
いて転置基板６１１０を接着する（図２０（Ｃ）参照）。
【０２３４】
第１の接着剤層６１１１の材料としては、紫外線硬化型接着剤など光硬化型の接着剤、反
応硬化型接着剤、熱硬化型接着剤、または嫌気型接着剤など各種硬化型接着剤を用いるこ
とができる。
【０２３５】
転置基板６１１０としては、じん性が大きい各種基板を用い、例えば、有機樹脂のフィル
ムや金属基板などを好適に使用することができる。じん性の大きい基板は耐衝撃性に優れ
、破損し難い基板である。有機樹脂のフィルムは軽量であり、また、金属基板も薄いもの
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は軽量であることから、通常のガラス基板を使用する場合と比較して、大幅な軽量化が可
能となる。このような基板を用いることによって、軽く、破損しにくい表示装置を作製す
ることができるようになる。
【０２３６】
透過型もしくは半透過型の表示装置の場合には、転置基板６１１０としては、じん性が大
きく且つ可視光に対する透光性を有する基板を用いれば良い。このような基板を構成する
材料としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）又はポリエチレンナフタ
レート（ＰＥＮ）等のポリエステル樹脂、アクリル樹脂、ポリアクリルニトリル樹脂、ポ
リイミド樹脂、ポリメチルメタクリレート樹脂、ポリカーボネート樹脂（ＰＣ）、ポリエ
ーテルスルフォン樹脂（ＰＥＳ）、ポリアミド樹脂、シクロオレフィン樹脂、ポリスチレ
ン樹脂、ポリアミドイミド樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂等などが挙げられる。これら有機樹
脂からなる基板は、じん性が大きいことから、耐衝撃性にも優れ、破損しにくい基板であ
る。また、これら有機樹脂のフィルムは軽量であることから、通常のガラス基板と比較し
て、非常に軽量化された表示装置を作製することが可能となる。また、この場合、転置基
板６１１０は、少なくとも各画素の光が透過する領域と重なる部分に開口が設けられた金
属板６２０６をさらに備えることが好ましい構成である。この構成とすることによって、
寸法変化を抑制しながらじん性が大きく、耐衝撃性が高く破損しにくい転置基板６１１０
を構成できる。さらに、金属板６２０６の厚さを薄くすることで、従来のガラス基板より
も軽い転置基板６１１０を構成できる。このような基板を用いることによって、軽く、破
損しにくい表示装置を作製することができるようになる。（図２０（Ｄ）参照）。
【０２３７】
図２１（Ａ）は液晶表示装置における上面図の一例である。図２１（Ａ）には、第１の配
線層６２１０と第２の配線層６２１１とが交差し、第１の配線層６２１０と第２の配線層
６２１１に囲まれた領域が光の透過する領域６２１２を有する上面図を示している。この
場合、図２１（Ｂ）のように、第１の配線層６２１０及び第２の配線層６２１１と重なる
部分が残り、碁盤の目状に開口が設けられた金属板６２０６を用いれば良い。図２１（Ｂ
）のような金属板６２０６を図２１（Ａ）に示す上面図に貼り合わせることで、図２１（
Ｃ）に示す状態が得られる。その結果、有機樹脂からなる基板を用いたことによる合わせ
精度の悪化や基板の伸びによる寸法変化を抑制することができる。なお、偏光板（図示せ
ず）が必要な場合には、転置基板６１１０と金属板６２０６の間に設けても、金属板６２
０６のさらに外側に設けても良い。偏光板はあらかじめ金属板６２０６に貼り付けられて
いても良い。なお、軽量化の観点からは、金属板６２０６として上記寸法安定化の効果を
奏する範囲内において薄い基板を採用することが好ましい。
【０２３８】
その後、被剥離層６１１６から仮支持基板６２０２を分離する。剥離用接着剤６２０３は
必要時に仮支持基板６２０２と被剥離層６１１６とを分離することが可能な材料で形成さ
れているので、当該材料に合った方法により仮支持基板６２０２を分離すれば良い。なお
、バックライト部からの光は図面矢印のように照射される（図２０（Ｅ）参照）。
【０２３９】
以上により、トランジスタから画素電極までが形成された被剥離層６１１６（必要に応じ
て共通電極、カラーフィルター、ブラックマトリクス、配向膜などが設けられていても良
い）を転置基板６１１０上に作製することができ、軽量かつ耐衝撃性の高い素子基板を作
製することができる。
【０２４０】
＜変形例＞
上述した構成を有する表示装置は、本発明の一態様であり、当表示装置と異なる構成を備
える以下の表示装置も、本発明に含まれる。上述の転置工程（図２０（Ｂ））の後、転置
基板６１１０を貼り付ける前に、露出した剥離層６２０１、若しくは被剥離層６１１６表
面に、金属板６２０６を貼り付けても良い（図２０（Ｃ’）参照）。この場合、金属板６
２０６からの汚染物質が、被剥離層６１１６におけるトランジスタの特性に悪影響を及ぼ
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すことを防ぐため、バリア層６２０７を間に設けると良い。バリア層６２０７を設ける場
合は、露出した剥離層６２０１、若しくは被剥離層６１１６表面にバリア層６２０７を設
けてから、金属板６２０６を貼り付ければ良い。バリア層６２０７は無機材料や有機材料
などにより形成すれば良く、代表的には窒化シリコンなどが挙げられるが、トランジスタ
の汚染を防止することができれば、これらに限られることはない。バリア層６２０７は透
光性を有する材料で形成するか、もしくは透光性を有する程度に薄い膜とするなど、少な
くとも可視光に対する透光性を有するように作製する。なお、金属板６２０６は、剥離用
接着剤６２０３とは異なる接着剤を用いて第２の接着剤層（図示せず）を形成し、接着す
ればよい。
【０２４１】
この後、第１の接着剤層６１１１を金属板６２０６表面に形成し、転置基板６１１０を貼
り付け（図２０（Ｄ’））、被剥離層６１１６から仮支持基板６２０２を分離する（図２
０（Ｅ’））ことにより、同様に軽量且つ耐衝撃性の高い素子基板を作製することができ
る。なお、バックライト部からの光は図面矢印のように照射される。
【０２４２】
このように作製した軽量かつ耐衝撃性の高い素子基板と、対向基板とを液晶層を間に挟持
させてシール材で固着することによって、軽量かつ耐衝撃性の高い液晶表示装置を作製す
ることができる。対向基板としては、じん性が大きく、可視光に対する透光性を有する基
板（転置基板６１１０に用いることが可能なプラスチック基板と同様のもの）を用いるこ
とができる。必要に応じてこれに偏光板、カラーフィルター、ブラックマトリクスや共通
電極及び配向膜が設けられていても良い。液晶層を形成する方法としては、従来同様ディ
スペンサ法や注入法などを適用することができる。
【０２４３】
以上のように作製された軽量かつ耐衝撃性の高い液晶表示装置は、トランジスタなどの微
細な素子の作製を、寸法安定性が比較的良好なガラス基板上などで行うことができ、また
、従来どおりの作製方法の適用が可能であることから、微細な素子であっても精度良く形
成することができる。このため、耐衝撃性を有しながらも、高精細で高品質な画像を提供
でき、且つ軽量な液晶表示装置を提供することが可能となる。
【０２４４】
さらに、上記のように作製した液晶表示装置は、可撓性を有せしめることも可能である。
【０２４５】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０２４６】
（実施の形態８）
本実施の形態では酸化物半導体を用いて作製したトランジスタにおいて、光の遮光による
効果について具体例を示して説明し、その効果について詳述する。本実施の形態では、図
２２（Ａ）、（Ｂ）に示すように、遮光しないトランジスタとしてトランジスタ９５１、
及び遮光をするトランジスタとしてバックゲート電極を有するトランジスタ９５２の２種
類のトランジスタを作製する。そして図２３、図２４には、当該トランジスタ間での、光
負バイアス試験前後におけるしきい値電圧（Ｖｔｈ）変化量を評価した結果を示す。
【０２４７】
まず、図２２（Ａ）、（Ｂ）を用いてトランジスタ９５１の積層構成及び作製方法につい
て説明する。基板９００上に、下地層９３６として、ＣＶＤ法により窒化シリコン（厚さ
２００ｎｍ）と酸化窒化シリコン（厚さ４００ｎｍ）を積層して成膜した。次に、下地層
９３６上に、スパッタ法により窒化タンタル（厚さ３０ｎｍ）と、タングステン（厚さ１
００ｎｍ）を積層して成膜し、選択的にエッチングしてゲート電極９０１を形成した。
【０２４８】
次に、ゲート電極９０１上に、ゲート絶縁層９０２として、高密度プラズマＣＶＤ法によ
り酸化窒化シリコン（厚さ３０ｎｍ）を成膜した。
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【０２４９】
次に、ゲート絶縁層９０２上に、スパッタ法によりＩｎ－Ｇａ－Ｚｎ－Ｏ系酸化物半導体
ターゲットを用いて、酸化物半導体（厚さ３０ｎｍ）を成膜した。続いて、酸化物半導体
を選択的にエッチングし、島状の酸化物半導体層９０３を形成した。
【０２５０】
次に、窒素雰囲気下、４５０℃で６０分間の第１の加熱処理を行った。
【０２５１】
次に、酸化物半導体層９０３上にチタン（厚さ１００ｎｍ）、アルミニウム（厚さ２００
ｎｍ）、及びチタン（厚さ１００ｎｍ）をスパッタ法により積層して成膜し、選択的にエ
ッチングしてソース電極９０５ａ及びドレイン電極９０５ｂを形成した。
【０２５２】
次に、窒素雰囲気下、３００℃で６０分間の第２の加熱処理を行った。
【０２５３】
次に、酸化物半導体層９０３の一部に接し、ソース電極９０５ａ及びドレイン電極９０５
ｂ上に、絶縁層９０７としてスパッタ法により酸化シリコンを成膜した。そして、絶縁層
９０７上に、絶縁層９０８として、ポリイミド樹脂（厚さ１．５μｍ）を成膜した。
【０２５４】
次に、窒素雰囲気下、２５０℃で６０分間の第３の加熱処理を行った。
【０２５５】
次に、絶縁層９０８上に絶縁層９０９として、ポリイミド樹脂（厚さ２．０μｍ）を成膜
した。
【０２５６】
次に、窒素雰囲気下、２５０℃で６０分間の第４の加熱処理を行った。
【０２５７】
図２２（Ｂ）に示すトランジスタ９５２は、トランジスタ９５１と同様に作製することが
できる。なお、トランジスタ９５１とは、絶縁層９０８と絶縁層９０９の間にバックゲー
ト電極９１２が形成されている点が異なる。バックゲート電極９１２は、絶縁層９０８上
に、チタン（厚さ１００ｎｍ）、アルミニウム（厚さ２００ｎｍ）、及びチタン（厚さ１
００ｎｍ）をスパッタ法により積層して成膜し、選択的にエッチングすることで形成した
。バックゲート電極９１２は、ソース電極９０５ａと電気的に接続した。
【０２５８】
また、トランジスタ９５１及びトランジスタ９５２とも、チャネル長は３μｍ、チャネル
幅は２０μｍとした。
【０２５９】
続いて、本実施の形態で作製したトランジスタ９５１及びトランジスタ９５２に対して行
った光負バイアス試験について説明する。
【０２６０】
光負バイアス試験は加速試験の一種であり、光が照射されている環境下におけるトランジ
スタの特性変化を、短時間で評価することができる。特に、光負バイアス試験におけるト
ランジスタのＶｔｈの変化量は、信頼性を調べるための重要な指標となる。光負バイアス
試験において、Ｖｔｈの変化量が少ないほど、信頼性が高いトランジスタであるといえる
。光負バイアス試験の前後におけるＶｔｈの変化量は、１Ｖ以下が好ましく、０．５Ｖ以
下がさらに好ましい。
【０２６１】
具体的には、光負バイアス試験は、トランジスタが形成されている基板の温度（基板温度
）を一定に維持し、トランジスタのソース電極及びドレイン電極を同電位とし、光を照射
しながら、ゲート電極にソース電極及びドレイン電極よりも低い電位を一定時間印加する
ことで行う。
【０２６２】
光負バイアス試験の強度は、光照射条件、基板温度、ゲート絶縁層に加えられる電界強度



(37) JP 2012-32792 A 2012.2.16

10

20

30

40

50

、電界印加時間により決定することができる。ゲート絶縁層に加えられる電界強度は、ゲ
ート電極と、ソース電極及びドレイン電極の電位差をゲート絶縁層の厚さで除して決定さ
れる。例えば、厚さが１００ｎｍのゲート絶縁層に印加する電界強度を２ＭＶ／ｃｍとし
たい場合は、電位差を２０Ｖとすればよい。
【０２６３】
なお、光が照射されている環境下において、ソース電極及びドレイン電極の電位よりも高
い電位をゲート電極に印加して行う試験を光正バイアス試験というが、光正バイアス試験
よりも、光負バイアス試験の方が、トランジスタの特性変動が起きやすいため、本実施の
形態では光負バイアス試験にて評価している。
【０２６４】
本実施の形態における光負バイアス試験は、基板温度を室温（２５℃）とし、ゲート絶縁
層９０２に印加する電界強度を２ＭＶ／ｃｍとし、光照射及び電界印加時間を１時間とし
て行った。また、光照射の条件は、朝日分光社キセノン光源「ＭＡＸ－３０２」を用いて
、ピーク波長４００ｎｍ（半値幅１０ｎｍ）、放射照度３２６μＷ／ｃｍ２とした。
【０２６５】
光負バイアス試験に先立ち、まず、試験対象となるトランジスタの初期特性を測定した。
本実施の形態では、基板温度を室温（２５℃）とし、ソース電極とドレイン電極間の電圧
（以下、ドレイン電圧またはＶｄという）を３Ｖとし、ソース電極とゲート電極間の電圧
（以下、ゲート電圧またはＶｇという）を－５Ｖ～＋５Ｖまで変化させた時の、ソース電
極とドレイン電極間に流れる電流（以下、ドレイン電流またはＩｄという）の変化特性、
すなわちＶｇ－Ｉｄ特性を測定した。
【０２６６】
次に、絶縁層９０９側から光照射を開始し、トランジスタのソース電極及びドレイン電極
の電位を０Ｖとし、トランジスタのゲート絶縁層９０２へ印加される電界強度が２ＭＶ／
ｃｍとなるようにゲート電極９０１に負の電圧を印加した。ここでは、トランジスタのゲ
ート絶縁層９０２の厚さが３０ｎｍであるため、ゲート電極９０１に－６Ｖを印加し、そ
のまま１時間保持した。ここでは印加時間を１時間としたが、目的に応じて適宜時間を変
更してもよい。
【０２６７】
次に、電圧の印加を終了し、光を照射したまま、初期特性の測定と同じ条件でＶｇ－Ｉｄ
特性を測定し、光負バイアス試験後のＶｇ－Ｉｄ特性を得た。
【０２６８】
ここで、本実施の形態におけるＶｔｈの定義について図２３を例示して説明しておく。図
２３の横軸はゲート電圧をリニアスケールで示しており、縦軸はドレイン電流の平方根（
以下、√Ｉｄともいう）をリニアスケールで示している。曲線９２１は、Ｖｇ－Ｉｄ特性
におけるＩｄの値を平方根で表した曲線（以下、√Ｉｄ曲線ともいう）である。
【０２６９】
まず、測定したＶｇ－Ｉｄ曲線から√Ｉｄ曲線（曲線９２１）を求める。次に、√Ｉｄ曲
線上の、√Ｉｄ曲線の微分値が最大になる点の接線９２４を求める。次に、接線９２４を
延伸し、接線９２４上でＩｄが０Ａとなる時のＶｇ、すなわち接線９２４のゲート電圧軸
切片９２５の値をＶｔｈとして定義する。
【０２７０】
図２４（Ａ）乃至（Ｃ）に、光負バイアス試験前後におけるトランジスタ９５１及びトラ
ンジスタ９５２のＶｇ－Ｉｄ特性を示す。図２４（Ａ）及び図２４（Ｂ）とも、横軸はゲ
ート電圧（Ｖｇ）で、縦軸はゲート電圧に対するドレイン電流（Ｉｄ）を対数目盛で示し
ている。
【０２７１】
図２４（Ａ）は、光負バイアス試験前後におけるトランジスタ９５１のＶｇ－Ｉｄ特性を
示している。初期特性９３１は、光負バイアス試験前のトランジスタ９５１のＶｇ－Ｉｄ
特性であり、試験後特性９３２は、光負バイアス試験後のトランジスタ９５１のＶｇ－Ｉ
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ｄ特性である。初期特性９３１のＶｔｈは、１．０１Ｖであり、試験後特性９３２のＶｔ
ｈは、０．４４Ｖであった。
【０２７２】
図２４（Ｂ）は、光負バイアス試験前後におけるトランジスタ９５２のＶｇ－Ｉｄ特性を
示している。また、図２４（Ｃ）は、図２４（Ｂ）中の部位９４５を拡大した図である。
初期特性９４１は、光負バイアス試験前のトランジスタ９５２のＶｇ－Ｉｄ特性であり、
試験後特性９４２は、光負バイアス試験後のトランジスタ９５２のＶｇ－Ｉｄ特性である
。初期特性９４１のＶｔｈは、１．１６Ｖであり、試験後特性９４２のＶｔｈは、１．１
０Ｖであった。なお、トランジスタ９５２のバックゲート電極９１２はソース電極９０５
ａと電気的に接続されているため、バックゲート電極９１２とソース電極９０５ａの電位
は同電位となる。
【０２７３】
図２４（Ａ）において、試験後特性９３２は、初期特性９３１に比べてＶｔｈがマイナス
方向に０．５７Ｖ変化しており、図２４（Ｂ）において、試験後特性９４２は、初期特性
９４１に比べてＶｔｈがマイナス方向に０．０６Ｖ変化している。トランジスタ９５１及
びトランジスタ９５２とも、Ｖｔｈの変化量は１Ｖ以下であり、信頼性が高いトランジス
タであることが確認できる。また、バックゲート電極９１２を設けたトランジスタ９５２
は、Ｖｔｈの変化量が０．１Ｖ以下であり、トランジスタ９５１よりもさらに信頼性の高
いトランジスタであることが確認できる。
【０２７４】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０２７５】
（実施の形態９）
本明細書に開示する表示装置は、さまざまな電子機器（遊技機も含む）に適用することが
できる。電子機器としては、例えば、テレビジョン装置（テレビ、またはテレビジョン受
信機ともいう）、コンピュータ用などのモニタ、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ
等のカメラ、デジタルフォトフレーム、携帯電話機（携帯電話、携帯電話装置ともいう）
、携帯型ゲーム機、携帯情報端末、音響再生装置、パチンコ機などの大型ゲーム機などが
挙げられる。上記実施の形態で説明した表示装置を具備する電子機器の例について説明す
る。
【０２７６】
図１３（Ａ）は、電子書籍の一例を示している。図１３（Ａ）に示す電子書籍は、筐体１
７００及び筐体１７０１の２つの筐体で構成されている。筐体１７００及び筐体１７０１
は、蝶番１７０４により一体になっており、開閉動作を行うことができる。このような構
成により、書籍のような動作を行うことが可能となる。
【０２７７】
筐体１７００には表示部１７０２が組み込まれ、筐体１７０１には表示部１７０３が組み
込まれている。表示部１７０２及び表示部１７０３は、続き画面を表示する構成としても
よいし、異なる画面を表示する構成としてもよい。異なる画面を表示する構成とすること
で、例えば右側の表示部（図１３（Ａ）では表示部１７０２）に文章を表示し、左側の表
示部（図１３（Ａ）では表示部１７０３）に画像を表示することができる。
【０２７８】
また、図１３（Ａ）では、筐体１７００に操作部等を備えた例を示している。例えば、筐
体１７００は、電源入力端子１７０５、操作キー１７０６、スピーカ１７０７等を備えて
いる。操作キー１７０６により、頁を送ることができる。なお、筐体の表示部と同一面に
キーボードやポインティングディバイス等を備える構成としてもよい。また、筐体の裏面
や側面に、外部接続用端子（イヤホン端子、ＵＳＢ端子、及びＵＳＢケーブル等の各種ケ
ーブルと接続可能な端子等）、記録媒体挿入部等を備える構成としてもよい。さらに、図
１３（Ａ）に示す電子書籍は、電子辞書としての機能を持たせた構成としてもよい。
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【０２７９】
図１３（Ｂ）は、表示装置を用いたデジタルフォトフレームの一例を示している。例えば
、図１３（Ｂ）に示すデジタルフォトフレームは、筐体１７１１に表示部１７１２が組み
込まれている。表示部１７１２は、各種画像を表示することが可能であり、例えば、デジ
タルカメラ等で撮影した画像データを表示させることで、通常の写真立てと同様に機能さ
せることができる。
【０２８０】
なお、図１３（Ｂ）に示すデジタルフォトフレームは、操作部、外部接続用端子（ＵＳＢ
端子、ＵＳＢケーブル等の各種ケーブルと接続可能な端子等）、記録媒体挿入部等を備え
る構成とする。これらの構成は、表示部と同一面に組み込まれていてもよいが、側面や裏
面に備えるとデザイン性が向上するため好ましい。例えば、デジタルフォトフレームの記
録媒体挿入部に、デジタルカメラで撮影した画像データを記憶したメモリを挿入して画像
データを取り込み、取り込んだ画像データを表示部１７１２に表示させることができる。
【０２８１】
図１３（Ｃ）は、表示装置を用いたテレビジョン装置の一例を示している。図１３（Ｃ）
に示すテレビジョン装置は、筐体１７２１に表示部１７２２が組み込まれている。表示部
１７２２により、映像を表示することが可能である。また、ここでは、スタンド１７２３
により筐体１７２１を支持した構成を示している。表示部１７２２は、上記実施の形態に
示した表示装置を適用することができる。
【０２８２】
図１３（Ｃ）に示すテレビジョン装置の操作は、筐体１７２１が備える操作スイッチや、
別体のリモコン操作機により行うことができる。リモコン操作機が備える操作キーにより
、チャンネルや音量の操作を行うことができ、表示部１７２２に表示される映像を操作す
ることができる。また、リモコン操作機に、当該リモコン操作機から出力する情報を表示
する表示部を設ける構成としてもよい。
【０２８３】
図１３（Ｄ）は、表示装置を用いた携帯電話機の一例を示している。図１３（Ｄ）に示す
携帯電話機は、筐体１７３１に組み込まれた表示部１７３２の他、操作ボタン１７３３、
操作ボタン１７３７、外部接続ポート１７３４、スピーカ１７３５、及びマイク１７３６
等を備えている。
【０２８４】
図１３（Ｄ）に示す携帯電話機は、表示部１７３２がタッチパネルになっており、指等の
接触により、表示部１７３２の表示内容を操作することができる。また、電話の発信、或
いはメールの作成等は、表示部１７３２を指等で接触することにより行うことができる。
【０２８５】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【符号の説明】
【０２８６】
３０　　画素部
３１　　走査線駆動回路
３２　　データ線駆動回路
３３　　走査線
１０１　　バックライト部
１０２　　表示パネル
１０３　　バックライトユニット
１０４　　光源
１０５　　光源
１０６　　光源
１０７　　画素部
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１０８　　外部回路
１０９　　ＦＰＣ
１１１　　第１の領域
１１２　　第２の領域
１１３　　第３の領域
１１４　　第４の領域
１１５　　第５の領域
１１６　　第６の領域
１２１　　第１の画素領域
１２２　　第２の画素領域
１２３　　第３の画素領域
１２４　　第４の画素領域
１２５　　第５の画素領域
１２６　　第６の画素領域
１３０　　書き込み期間
１３１　　書き込み動作
１４０　　点灯期間
１４１　　動作
１４２　　動作
１４３　　動作
１４４　　動作
１４５　　動作
１４６　　動作
１５０　　フレーム期間
１５３　　第３のサブフレーム期間
１５４　　第４のサブフレーム期間
１５５　　サブフレーム期間
２０１　　剥離層
３０１　　領域
３０２　　領域
３０３　　領域
３１１　　シフトレジスタ
３１２　　シフトレジスタ
３１３　　シフトレジスタ
３４１　　データ線
３４２　　データ線
３４３　　データ線
３５１　　画素
３５２　　画素
３５３　　画素
４００　　基板
４０１　　ゲート電極層
４０２　　ゲート絶縁層
４０３　　半導体層
４０７　　絶縁膜
４０９　　保護絶縁層
４１０　　トランジスタ
４２０　　トランジスタ
４２７　　絶縁層
４３０　　トランジスタ
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４３７　　絶縁層
４４０　　トランジスタ
５０１　　映像信号処理回路
５０２　　表示パネル制御回路
５０３　　バックライト制御回路
５０４　　走査線駆動回路
５０５　　データ線駆動回路
５０６　　分割走査線駆動回路
５１１　　映像信号記憶回路
５１２　　映像信号処理回路
５１３　　フィールドシーケンシャル駆動制御回路
５２１　　データ線駆動制御回路
５２２　　ゲート線駆動制御回路
５２３　　走査線分割駆動制御回路
９００　　基板
９０１　　ゲート電極
９０２　　ゲート絶縁層
９０３　　酸化物半導体層
９０７　　絶縁層
９０８　　絶縁層
９０９　　絶縁層
９１２　　バックゲート電極
９２１　　曲線
９２４　　接線
９２５　　ゲート電圧軸切片
９３１　　初期特性
９３２　　試験後特性
９３６　　下地層
９４１　　初期特性
９４２　　試験後特性
９４５　　部位
９５１　　トランジスタ
９５２　　トランジスタ
９０５ａ　　ソース電極
９０５ｂ　　ドレイン電極
１５１Ａ　　第１のサブフレーム期間
１５１Ｂ　　第１のサブフレーム期間
１５１Ｃ　　第１のサブフレーム期間
１５２Ａ　　第２のサブフレーム期間
１５２Ｂ　　第２のサブフレーム期間
１５２Ｃ　　第２のサブフレーム期間
１７００　　筐体
１７０１　　筐体
１７０２　　表示部
１７０３　　表示部
１７０４　　蝶番
１７０５　　電源入力端子
１７０６　　操作キー
１７０７　　スピーカ
１７１１　　筐体



(42) JP 2012-32792 A 2012.2.16

10

20

30

40

１７１２　　表示部
１７２１　　筐体
１７２２　　表示部
１７２３　　スタンド
１７３１　　筐体
１７３２　　表示部
１７３３　　操作ボタン
１７３４　　外部接続ポート
１７３５　　スピーカ
１７３６　　マイク
１７３７　　操作ボタン
１９０３　　ゲート電極層
１９０４　　容量配線層
１９０５　　トランジスタ
１９０７　　絶縁膜
１９０９　　層間膜
１９１０　　透明電極層
１９１１　　遮光層
１９１２　　ゲート絶縁層
１９１３　　半導体層
１９１５　　容量素子
１９１７　　液晶層
１９１８　　基板
１９１９　　基板
１９２０　　透明電極層
３５１１　　トランジスタ
３５１２　　容量素子
３５１４　　液晶素子
３５２１　　トランジスタ
３５３１　　トランジスタ
４０５ａ　　ソース電極層
４０５ｂ　　ドレイン電極層
４３６ａ　　配線層
４３６ｂ　　配線層
６１１０　　転置基板
６１１１　　接着剤層
６１１６　　被剥離層
６２００　　作製基板
６２０１　　剥離層
６２０２　　仮支持基板
６２０３　　剥離用接着剤
６２０６　　金属板
６２０７　　バリア層
６２１０　　配線層
６２１１　　配線層
６２１２　　領域
１９０１ａ　　ソース電極層
１９０１ｂ　　ドレイン電極層
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